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9  第 25 回目の開催とテーマのスポーツを表すＴシャツ
10  アメリカの消防車から手を振るスパーキー
11  火花を散らすホットドッグ早食い競争
12  フードブースの至る所にスポーツにちなんだ演出が
13  アメリカンフードを買い求める来場者
14  アメリカ広場のライブステージに踊りだす観客たち
15  豪快に調理されるチキンやソーセージ
16  公会堂前で繰り広げられた、チアリーダーたちによ
　  るパフォーマンス
17  18  アメリカ文化を陽気に楽しむ若者たち アメリカンデ―2013

　６月２日、国際文化都市・三沢が
誇る最大の日米交流イベント、アメ
リカンデーが、今年も盛大に開催さ
れました。
　米軍三沢基地内の外国人に日本文
化を紹介するジャパンデー。その返
礼として毎年開催されているこのア
メリカンデーは、今回で 25 回目。華
やかなパレード、そして種市市長と
ウィリアムス基地司令官が交わす感
謝の言葉と固い握手で幕を開けた国
際交流の祭典。市内外から訪れた多
くの人々は、国籍を越えて互いの文
化を楽しみ、友情を育んでいました。

1  オープニングセレモニーで固い握手を交わす、
　  種市市長とウィリアムス米軍三沢基地司令官
2  パレード中のハーレーと記念撮影
3  観客が詰め寄せるアメリカ村幹線道路をパレード

　  する米軍基地内のガールスカウトたち
4  日米問わず大人から子どもまでパレードに夢中
5  星条旗などの旗を掲げ、さっそうと行進
6  小銃で見事なパフォーマンスを見せる儀仗隊
7  沿道の子どもたちにお菓子のプレゼント
8  パレードでマーチングを披露する三沢商業高校吹

　  奏楽部
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　ワシントン州ウェナッチバレー。カスケード山脈の麓を流れる

コロンビア川を姉妹都市であるウェナッチ市と東ウェナッチ市が

挟むこの地域は、温暖な気候と豊かな自然や水源に恵まれ、水力

発電や、りんごなど果実・ワインの産地として知られている。

　1931 年に三沢市淋代海岸から飛び立ったミス・ビードル号が

世界初の太平洋無着陸横断飛行を成し遂げ、この地に胴体着陸し

たことをきっかけに、三沢市とウェナッチバレー両市は姉妹都市

を締結。長年にわたり、さまざまな交流を続けてきた。その中で

も代表的なものが、1982 年に始まった、それぞれの市を代表す

る使節団が毎年相互に訪問し合い、ホームステイをしながら施設

見学やイベントに参加する姉妹都市友好親善使節団。1985 年か

らは、10 代から国際感覚に優れた人材を育てようと中学生大使

も加わり、これまでに延べ 613 人の大使が、三沢市とウェナッ

チバレーの交流を深める大役を果たしている。

　今回は、種市市長を団長に、10 人の中学生大使を含む新たな

姉妹都市友好親善使節団、総勢 22 人が５月１日から 10 日間の

日程でウェナッチバレーを訪れた。

広がる視野・受ける刺激

　初めての海外、初めての姉妹都市。見るもの聴くもの全てが別

世界。本場アメリカで英語を使って買い物をしたり、現地の人々

と英語を使ってコミュニケーションをとることができた中学生大

使は、喜びと興奮を隠せない。時には失敗したり、体調を崩すこ

ともあったが、それも貴重な経験の一つだ。

　東ウェナッチ市に着いた使節団は、レーシー市長をはじめ、現

地の人々から手厚い歓迎を受けた。少しでも気持ちよく、一つで

も多くの体験をしてもらおうと心を尽くす人々の想いは、使節団

に伝わり、その胸を強く打った。翌日からさまざまな施設見学や

イベントに参加した使節団。その一つとして訪れたウェナッチバ

レー大学には今、三沢からの初の留学生、原田彩
さ き

伎さんが通って

いる。一昨年前に同じ親善使節団に参加し、この４月、同大学に

留学した原田さん。夢を追いかけて大きな一歩を踏み出した彼女

の生き生きとした姿に、中学生大使は何を感じたことだろう。多

くの留学生が通う大学の充実した設備や環境も、将来を夢見る若

者に大きな刺激を与えたに違いない。

1  コロンビア川が流れる自然豊かなウェナッチバレー
2  歓迎レセプションで記念撮影
3  三沢初のウェナッチバレー大学留学者・原田彩伎さん（中央）
4  コロンビア川でカヌー体験
5  クラシックカーパレードに参加した大使たち
6  パングボーン空港で、ミス・ビードル号復元機と中学生大使
7  大使の「三沢音頭」に、周りの大人や子どもまでもが踊りだす
8  餅つき隊に教えられながらウェナッチの人々が餅つきを体験
9  小学校で「折り紙」を教える中学生大使

姉妹都市友好親善使節団がウエナッチバレーへ
三沢市の姉妹都市へ「交流」の使命を帯び派遣された 15 人の親善大使たち。
アメリカの文化を体験し、学びながら日本の文化を伝えた。

５月１日 ▶三沢駅を出発  →  成田空港  →  シアトルに到着
▶シアトル市内を観光

５月２日 ▶シアトル  →  東ウェナッチに到着
▶歓迎レセプション
▶歓迎夕食会

５月３日 ▶コロンビア川でカヌー体験
▶ウェナッチバレー大学を見学
▶クラシックカーパレードに参加

５月４日 ▶アップルブラッサムフェスティバルに参加
▶オーメガーデン（植物園）を見学
▶タウントヨタセンターでブルライディング観戦

５月５日 ▶パングボーン空港でセスナ機搭乗体験

▶リバーウエストシニアリビング（老人介護施設）
　で餅つきを披露

５月６日 ▶イーストモント中学校を見学
▶リー小学校で折り紙を紹介
▶サニースロープ小学校で折り紙を紹介

５月７日 ▶ウェナッチバレー博物館を見学
▶ロッキーリーチダムを見学
▶カシミア、アップレッツコットレッツ工場を見学
▶レーベンワースを見学
▶送別晩餐会

５月８日 ▶ウェナッチ  →  シアトルに到着
５月９日 ▶シアトル  →  成田空港  →  三沢駅に到着

姉妹都市友好親善使節団の主な日程

姉妹都市友好親善使節団　団長　種 市 一 正  市長

　まずは、皆さんと無事に帰って来れたことに喜びを感じ

ています。

　今回の交流では、中学生大使の体験はもちろんですが、

文化の交流を果たしてきました。日本ならではの餅つきは、

大変盛り上がり、涙ぐんでお餅を食べてくれた方も。「やっ

てよかった」。そんな思いがしています。また、披露した三

沢音頭も大変な好評を得まして、「人間の感性はどこの国で

も同じ。楽しいことは楽しいし、感動することは感動して

くれる。文化は全て共有できる」そう強く感じました。

　ウェナッチの方々からは、お祭りやイベントなども含め、

大変なもてなしをしていただきました。驚くのは、それら

全てがボランティアで運営されているということです。こ

のことは、日本では、なかなかできなかったことかもしれ

ません。しかし、これからは、求められる時代となるでしょ

う。三沢市として、その方向性を見いだしていきたいと思っ

ています。

　大使の皆さんには、さまざまな体験をして学んできた、

文化の違いや人の思いやりなど多くのことを、これからの

生活の中で生かしていただきたいと思います。

日本文化を伝える

　ウェナッチバレー大学のキャンパスで、中学生大使たちが

キューピッドシャッフルと呼ばれるダンスを踊る場面があっ

た。周りに集まり、可愛らしく踊り始める現地の子どもたち。

三沢音頭へと続き、大人の大使も加わって、熟練の踊りを披露

した。「三沢音頭はさすがに無理だろう」と始めは諦めていた

大使たちだが、ウェナッチの子どもたちは真
ま ね

似をして後に続い

た。人が人を呼び、振り付けがわからなくても次々と輪に入っ

てくる。最後はもう前に進んで踊れないほどに。現地の子ども

たちが交じった、カラフルでにぎやかな輪は感動的な光景だっ

た。

　その後に訪れた、中学校と２つの小学校。中学生大使は、小

学校の児童に日本文化の一つである折り紙を教えた。たどたど

しい英語を駆使して懸命に教える大使の熱意に、笑顔で応える

児童たち。この３校への訪問と折り紙は、手厚い歓迎に対する

使節団からの感謝の気持ちが込められていた。

　さらに、使節団からウェナッチの人々へ、感謝の気持ちを込

めた日本文化がプレゼントされた。おいらせ農協の袴田さんを

筆頭に「餅つき隊」と呼ばれる３人の大使が、現地老人介護施

設で、昔ながらのうすときねを使った餅つきを披露。つきたて

の餅を初めて食べたという人が多く、大人気だったとのこと。

うまくつけるか眠れないほど心配だったという餅つき隊の面々

は、大喜び。「行った甲斐がありました」と胸をなでおろした。

忘れられない「もてなしの心」

　施設訪問やイベント参加、ホームステイなどで得た経験や思

い出は、その全てが貴重な財産であることは言うまでもない。

しかし、大使にとって最も忘れられないものは、やはり、ウェ

ナッチの人々の温かい「もてなしの心」だろう。「ウェナッチ

から８月に三沢を訪れる使節団には、お返しとして精一杯のも

てなしで応えたい」と大使たちの決意は固い。多くの人々の強

い気持ちが長年繋いできたこの交流は、三沢市の宝であり誇り。

三沢市のこれからの発展に、欠かすことはできない。
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姉妹都市交流は宝であり誇り
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発見の喜び、失敗の悔しさ。
かけがえのない経験や思い出は明日への成長の糧。
今回、ウェナッチを訪問した 15 人の親善大使たちは、

10 日間の旅を終えて、今、何を思うのか。

主婦　小
お が さ わ ら

笠原  みつ子 さん

　餅つきをうまく紹介できるか、出発前

は期待と不安で眠れず、ご先祖様に手を

合わせ、地元神社を参拝しました。でも

自分を信じ、仲間を信じて全力を尽くせ

ばうまくいくと思っていました。ハプニ

ングもありましたが、どうにか餅をつく

ことができ、「ライスケーキ、おいしいね」

と言われて大変うれしかったです。

第五中学校３年   米
よ な い や ま

内山 真
ま み

実 さん

　この体験で、お互いが楽しめば自然と

英語で会話できるようになること、文化

を共有し合うのはとても楽しいことを学

びました。日本人と違い、素直に気持ち

を伝えられるのはアメリカ人の良いとこ

ろ。「ありがとう」「ごめんなさい」。こ

の言葉を言えるように、また、言っても

らえるような行動をしていきたいです。

農業　澤
さわむら

村  チヤ子 さん

　餅つきだけが心配だったのですが、成

功してくれて本当によかった。ウェナッ

チの方は皆さんが優しく、よくしていた

だいたことが、頭の中にいっぱい詰まっ

ています。私の一生に残る思い出となり

ました。

　８月にウェナッチの方が三沢にこられ

たら、いっぱいもてなしたいと思います。

三沢基地従業員　山
や ま ざ き

﨑  玲
れ い こ

子 さん

　全てにおいて至れり尽くせりの素晴ら

しい体験でした。相手の気持ちをより深

く考えてあげることの大切さを再認識で

き、また、もてなされる立場になって初

めて気付くことも数多くあり、自分自身

を振り返るいい機会になりました。

　この経験全てが、自分をより成長させ

てくれる宝物です。

三沢基地従業員　新
し ん ど う

堂  善
よ し ふ み

史 さん

　12 年前にウェナッチを訪問したとき

に、現地で通訳していただいた大和田さ

んの技術に感動して、少しでも近づける

ようこれまで英語を勉強してきました。

今回、その大和田さんと一緒に通訳の仕

事をさせていただくことができ、その技

術を間近で感じることができたことが、

自分にとって一番の宝物です。

堀口中学校２年　向
むかいかわ

川  穂
ほ な み

南 さん

　アップル・ブラッサム・パレードでは、

現地の皆さんの心の広さと温かさに触れ

ることができました。訪問した大学で、

一番印象に残ったのが医学部。これから

たくさん勉強して、留学したいと思いま

した。優しいホストファミリーとの生活

は本当に楽しく、今度は自分の力でウェ

ナッチに行きたいと思います。

おいらせ農協　袴
は か ま だ

田  弘
ひ ろ こ

子 さん

　ウェナッチの豊かな自然に感動し、そ

こに住む人々のボランティア精神に感心

しました。餅つきは大盛況で、参加した

皆さんが大喜び。「行ったかいがあった」

と本当に感じました。一生に一度の経験

と心温まる歓迎、心づくしに感動と感謝

をしつつ、改めて日本の食文化の素晴ら

しさを再認識しました。

第二中学校３年 小
こ ひ る い ま き

比類巻 元
も と き

希 くん

　外国人との会話の楽しさや食文化の違

いなど、たくさんのことを学びました。

パレードで「日本の男性が国旗を持つこ

とで、おじいさんたちが戦争を思い出す

かもしれない」と聞いて複雑な気持ちに

なり、戦争を嫌なものだと思いました。

でも、楽しいことがたくさんあったウェ

ナッチに行けてよかったです。

第五中学校３年　黒
く ろ さ わ

澤  優
ゆ う

 さん

　食や衣類など日本との文化の違いを学

び、少しずつ英語で会話できるようにな

るうれしさから、国際交流の良さを学び

ました。最初、言っていることが分から

ず戸惑ったホームステイ。ゆっくり簡単

な単語を並べて話してくれた、ホスト

ファミリーやウェナッチの人々の優しさ

に感動しました。

第二中学校２年 坂
さ か お か

岡 いづみ さん

　心優しいホストファミリーと、たくさ

んの思い出を作りながら、楽しく過ごす

ことができました。日本や三沢のことを

知ろうとしてくれたのが嬉しく、私たち

もアメリカのことを教えてもらい、もっ

と知りたいと興味がわきました。このた

くさんの経験や学んだことを、将来に生

かしたいと思います。

第一中学校３年 佐
さ さ き

々木 秀
しゅうすけ

輔 くん

　姉妹都市友好親善使節団の一員とし

て、ホストファミリーやウェナッチバ

レーの人々と十分に交流でき、とても良

い経験を積むことができました。慣れな

かった靴を履いたままの生活や、夕食会、

晩さん会で学んだ独特の食文化。７日間

という短い期間でしたが、たくさんのア

メリカ文化を知ることができました。

第一中学校２年　村
む ら か み

上  芳
よ し き

紀 くん

　ホストファミリーとの交流で一番に

思ったことは、家族でいる時間を大事に

しているということです。そして、アメ

リカの人は、自分の意見をしっかりと持

ち、相手を思いやる気持ちも強いと感じ

ました。貴重な体験をし、たくさんのこ

とを学ぶことができたこの旅で、少し積

極的になれたと思います。

第一中学校２年　齊
さ い し た

下  亜
あ み

美 さん

　アメリカの学校に興味があり、楽しみ

にしていたウェナッチの学校訪問。教え

た折り紙が完成すると、とても喜んでく

れてうれしかったです。また、改めて日

本の文化についても考える機会になりま

した。日本の文化を勉強し、ウェナッチ

だけではなく、世界中の人たちに興味を

持って欲しいと思います。

第一中学校２年　岩
い わ ま

間  大
ひ ろ き

希 くん

　初対面でも積極的に話しかける接し方

や食生活に、文化の違いを感じました。

お互いの国の文化を理解・尊重し合うこ

とで、本当の交流関係が築いていけると

思います。旅の中で、まだまだ語学の勉

強が必要だと感じました。またアメリカ

に行って新しい発見をするその時まで、

僕のアメリカへの旅は続くのです。

第二中学校２年　長
な が ね

根  那
な い き

生 くん

　ウェナッチで学んだことは、衣食住の

違い、そして家族のように受け入れてく

れたホストファミリーを始めとする人々

の優しさです。これから三沢市とウェ

ナッチが姉妹都市として交流していく中

で、文化の違いを互いに理解し、体験し

合うことが、とてもいい友好関係を築き

上げていくのではないかと思いました。

日本文化
紹介員

かけがえのない  経験と思い出

日本文化
紹介員

日本文化
紹介員
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市民活動の拠点となる場所の整備

　地方をとりまく社会情勢や環境が大きく変化

する中で、地域の課題やニーズも複雑化、多様

化しています。

　それぞれのニーズに対応した行政サービスを

提供することが困難になっていることから、福

祉や環境、防災・防犯など、まちづくりへの市
民参加が必要となってきています。

なぜ今「協働」なのか？

「
協
働
す
る
」
っ
て

　
　
　
　
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

　

こ
れ
ま
で
、
話
し
合
い
に
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
人
も
。
い
つ
も

参
加
し
て
い
る
け
れ
ど
、
意
見
を

出
し
た
こ
と
の
な
い
人
も
。
ま
ず

は
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
、
他

の
人
と
共
有
す
る
こ
と
が
協
働
の

第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

あ
る
ひ
と
つ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
課
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
た
ち
が
平
等
に
意
見
を

出
し
合
い
、一
緒
に
考
え
な
が
ら
、

で
き
る
こ
と
を
分
担
。
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
よ
っ
て
違
う
役
割
を
意

識
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん

で
い
き
ま
す
。

「
協
働
」
と
は
何
だ
ろ
う
？

　

市
民
だ
け
で
も
行
政
だ
け
で
も

解
決
で
き
な
い
問
題
を
、
話
し
合

い
、
お
互
い
に
で
き
る
こ
と
を
役

割
分
担
し
、
一
緒
に
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
む
。
そ
の
課
程
の

こ
と
を
「
協き

ょ
う
ど
う働
」
と
い
い
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
お
互
い

が
支
え
合
う
関
係
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

前
提
と
な
り
ま
す
。
５
年
後
も
10

年
後
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
？

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
だ
け
で

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
の
手

で
。
で
き
な
い
こ
と
は
で
き
る
人

た
ち
と
一
緒
に
」。
そ
ん
な
柔
軟

な
発
想
の
転
換
が
、
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　市民の皆さんの自主的な活動を活発にすることを目
的として、市民活動やボランティア活動をする方への
情報提供、団体同士の交流など、さまざまな活動を支
援するために設置された。愛称は「そだなす館」。

場 所　松園町２丁目 1-62（旧ふれあいの館）
開 館 時 間　9:00 ～ 21:00
休 館 日　日曜日、祝日、12 月 29 日～１月３日
利用対象者　▶市内に在住・在勤・在学する方
　　　　　　　▶登録できる団体（市民活動やボラン　
　　　　　　　ティア活動など公益的活動をする団体）
利 用 設 備　作業スペース（コピー機、印刷機など）
　　　　　　情報収集・交換メールボックス、ミーティ
　 　 　 　　ングルーム、会議室など
※会議室は登録していない団体も利用可能（要予約）。
問い合わせ先
　市民活動ネットワークセンターみさわ（☎ 52-7083）

協働する
ということ。

▲協働のまちづくり推進懇話会の様子

　三沢市では、市民と行政が対等の立場で行う
まちづくりを目指し、2009 年４月、市内団体
からの推薦と公募による三沢市民 16 人から構
成する「協働のまちづくり市民会議」を設置。
以降、２年間に 17 回もの会議やワークショッ
プを行い、市民目線でのまちづくりについて話
し合いました。その結果から作り上げた案をも
とに市は、2011 年４月、「協働のまちづくり
推進指針」を策定。三沢市が目指す『協働』の
方向性を示しました。
　同月、市民会議と同じく市民活動団体からの
推薦と公募によって「協働のまちづくり推進懇
話会」を組織。提言の中で必要とされていた
市民活動の拠点施設について話し合いを重ね、
2012 年３月に、旧ふれあいの館を「市民活動
ネットワークセンターみさわ」として開設。現
在、同センターは、市民団体などの話し合いや
作業、情報収集といった活動の場として活用さ
れています。

2009 05 協働のまちづくり市民会議委員を設置
07 第１回協働のまちづくり市民会議開催

（以後 16 回にわたり会議を開催）
2010 01 協働のまちづくり市民アンケート実施

02 南町町内会で地域の課題について話し
合う「地域の元気づくり意見交換会」
を開催

03 市民会議から種市市長へ中間報告
2010 05 「協働のまちづくり市民提案事業」の

募集を開始

09 協働についての基調講演やトークセッ
ションなど「協働のまちづくりフォー
ラム in MISAWA」を開催

2011 02 市民会議から種市市長へ「三沢市協働
のまちづくり推進指針提言書」を提出

04 「三沢市協働のまちづくり推進指針」
を策定。町内会を通じて各世帯に配布

05 協働のまちづくり推進懇話会を設置
（以後 16 回にわたり会議を開催）

08 「協働のまちづくり講演会」を開催
2012 03 「市民活動ネットワークセンターみさ

わ」をオープン
11 公募により、「市民活動ネットワーク

センターみさわ」の愛称を「そだなす
館」に決定

『協働』への 　市民団体の活動の拠点として、平成 24 年３月、『市民活動ネットワークセン

ターみさわ』がオープン。６月 17 日現在、67 団体が登録しており、作業スペー

スでの印刷（有料）や交流スペースでの打ち合わせなどのために、頻繁にセン

ターを訪れています。また、会議室は、登録をしていなくても予約をすれば利

用できるため、さまざまな市民団体がこの施設を活用しています。

市民活動ネットワークセンターみさわ

　知識や経験を生かし、自らの手で活動を企画・実践
できるリーダーを地域に育むこと、『協働』への意識を
高めることを目的としたセミナー。
　地域に人材を育て、企業や行政と協力したコミュニ
ティビジネスなどに取り組んできた経験豊富な講師を
迎え、昨年度は全３回の日程で開催。行政への住民参
加やステップアップの方法、会議・話し合いの手法で
ある「ワークショップ」への理解を深める。また、参
加者が４～５人のグループに分かれ、三沢市が持つ強
みや課題について意見を出し合い、議論した。

問い合わせ先　広報広聴課（内線 215）

　「どこに問題があって、なぜ解決しないのか？」。地域の課題を一緒に考える

場として、セミナーを開催しています。「セミナー」といえば堅苦しいイメー

ジですが、参加者が「まちづくりは楽しい」と思えるような雰囲気作りを大切

にしています。なぜなら、「楽しい」と思えることが次へのステップアップに

つながっていくから。みんなでさまざまな意見を出し合うことで、地域の課題

解決に向けて、自分たちがどうすべきかが見えてきます。話し上手な人はもち

ろん、無口な人の意見も平等に聞き出せる「ワークショップ」。その手法を学び、

それぞれの地域に持ち帰れば、みんなで話し合える場を作ることができます。

　地域のことをよく知る皆さん一人一人は「地域の宝」であり、資源そのもの。

課題について話し合い、みんなで考え方を共有してみると、改めて気付くこと

がたくさん出てくるのではないでしょうか。

次世代リーダー育成セミナー

地域のリーダーとなる人材の育成

歩み

三沢市が進める「協働のまちづくり」。

「協働」って何をすればいいんだろう？

「協働」に必要なものは何だろう？

考えてみよう。みんなでまちをつくるために。

事業者
事業者も地域社会の一員として欠かせない主体です。最近では

「社会貢献活動」を取り入れている事業者が増えてきています。

課
題

▶事業者が持っている情報や技術を地域と共有する
▶地域の課題についての情報収集　など

行政
行政には、「協働」を推進するために、地域の課題をよく

理解し、それを解決するための基盤整備が求められます。

課
題

▶市民活動の支援
▶市職員の意識改革
▶市民活動のリーダーとなる人材の育成　など

市民活動団体（NPO やボランティア団体、サークルなど）
行政にはない先駆性や柔軟性などを持ち、その特性を生かした活動に

期待が集まっていますが、活動が地域の人々にあまり知られていない

ことがあります。

課
題

▶他団体とネットワークを築き、
　活動の幅を広げる
▶活動資金の確保　など

町内会
最も身近な団体ですが、加入率の低下や高

齢化など、さまざまな課題を抱えています。

課
題

▶近隣町内会のやり方を学ぶなど、他
　地域との連携
▶若い世代が参加しやすい活動の工夫

　など

地域に住む私たち
行政に頼りすぎることや市政に対する無関心、地域

の活動や市民活動に消極的などの課題があります。

課
題

▶地域の活動や市民活動に積極的に参加し、
　共通の課題を認識する　など

特集　地域のチカラⅢ

き
ょ
う
ど
う
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私たちが提案するまちづくり事業

平成 25 年度の「協働のまちづくり市民提案事業」に 10 事業が決定

イクメン・カジダン育成事業

子育て世代の男性を対象に、楽し
く家事・育児に取り組める講座を
開催。料理から家庭に与える影響
や円満な夫婦関係、仕事に対する
姿勢を学ぶほか地域とつながりを
持つきっかけづくりを行う。
事業費総額 36 万 8,450 円
補助予定額 30 万 4,000 円

Resonance（レゾナンス）

さつき・あじさいロード整備事業

県道天ケ森三沢線のサイクリング
ロード沿いに、そこを通る人々に
安らぎを感じてもらえるよう、さ
つきとあじさいを植える。

事業費総額 61 万 3,400 円
補助予定額 41 万 7,000 円

航空自衛隊三沢基地ＯＢ会

「心の詩」プロジェクト  （三行詩作品展示・公開）

市内小中高等学校の子どもたち
から三行詩を募集。それらの作
品を高校生が朗読発表するイベ
ントを開催。また、商業施設内
に作品を展示し、手のひらサイ
ズにまとめた冊子を配布する。
事業費総額 65 万 6 千円
補助予定額 45 万円

三沢市連合ＰＴＡ

寺山修司没後 30 年記念事業

寺山修司没後 30 年目の節目の年
にあたり、より多くの方々に楽し
んでいただけるよう寺山修司記念
館裏の傷んだ「短歌の道標」を改
修する。また、新たな講師を招き、
市民大学を開設する。
事業費総額 70 万円
補助予定額 49 万 7 千円

寺山修司五月会

森のようちえん

根井団体活動センターや小川原湖
周辺で、３～６歳の未就学児とそ
の保護者に、森や水辺の散策、カ
ヌー体験、畑作り、雪遊びなど自
然体験の機会を提供する。

事業費総額 78 万 1,570 円
補助予定額 50 万円

小川原湖自然楽校

小川原湖親水体験カヌースクール実施事業

７月 21 日に開催される小川原湖
水まつりに合わせ、地域の児童・
保護者を対象としたカヌースクー
ルを実施。親水観光スポットとし
ての小川原湖の魅力を感じてもら
う。
事業費総額 60 万 1,600 円
補助予定額 50 万円

小川原湖ロマン会議

アートスペース「うわさカフェ＆子どもの部屋」

空き店舗を利用して、商店街に子
どもが遊べる空間を創る。また、

「まちのうわさ」が集まるアート
スペースとして、みさわ七夕まつ
り等でイベントを開催する。

事業費総額 　200 万円
補助予定額 　171 万円

Misawa アートプロジェクト

ＢＢＱフェスティバル in MISAWA

ス カ イ プ ラ ザ ミ サ ワ を 会 場 に、
バーベキュー検定（初級）イベン
トを開催。三沢の農畜産物をＰＲ
しつつ、楽しみながら市内外に
バーベキュー文化を広める。

事業費総額 　120 万円
補助予定額 　   70 万円

（自称）三沢バーベキュー協会

三沢の魅力 掘りおこしプロジェクト

三沢市に残されている文化遺
産の由来と歴史を調査し、映
像化して記録保存・活用する。
映像に聴覚障害者用の字幕を
挿 入 し、DVD を 制 作。 そ れ
を使って講座を開催する。
事業費総額 60 万 5 千円
補助予定額 49 万 5 千円

青森プラスデザインプロジェクト

三沢の資源、温泉を考えよう  Part2

市内の温泉を利用しながらスタン
プを集めて応募するスタンプラ
リーを３カ月実施するほか、三沢
市温泉条例制定フォーラムを開催
する。

事業費総額 約 65 万 8,810 円
補助予定額 50 万円

特定非営利活動法人  テイクオフみさわ

▼５月 27 日に開催された、協働のまちづくり市民提案事業プレゼンテーション審査会

　『協働』による事業の進め方には、経費の補助や助成、

共催、後援、委託など、さまざまな形があります。その

中の一つとして三沢市でも行っているものが、市民団体

の方々が提案した事業に対して補助金を交付する『協働

のまちづくり市民提案事業』です。市民団体の活動促進

や、団体同士のネットワーク構築、団体の活動状況を情

報発信するなど、継続してまちづくりに取り組む団体の

活動を支援することを目的としています。平成 21 年度

に始めてからこれまでに、延べ 37 団体がこの事業を利

用して、さまざまな市民活動を展開しています。

　今年度は、４月１日から 30 日までの期間で提案を募

集したところ、10 団体が応募。学識経験者や経済団体

からの推薦者、市職員など 11 人で構成する審査委員に

よって、厳正な書類およびプレゼンテーション審査が行

われた結果、全ての事業が採択されました。

　これらの事業は来年３月末までに実施される予定で、

その様子は、市ホームページや広報みさわなどで随時、

お知らせしていきます。

市民提案事業についての問い合わせ先

広報広聴課（内線 215）

協働のまちづくり  市民提案事業
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五
い が ら し

十嵐  耕
こ う じ

司  さん

協働のまちづくり市民提案事業　審査委員長

インターネットプロバイダーサービス  有限会社ヒーロー
ネット代表取締役
平成 21 年４月に設置された三沢市協働のまちづくり市民会
議に委員として参加。平成 24 年度から「協働のまちづくり
市民提案事業」の審査委員に参加し、今年度は審査委員長
を務める。

未
来
の
三
沢
を
支
え
る
『
協
働
』

　

ま
ち
づ
く
り
に
完
成
形
は
あ
り

ま
せ
ん
。『
協
働
』
は
、
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
、
一
緒
に
考
え

る
こ
と
を
重
視
し
た
手
法
の
ひ
と

つ
で
す
。
話
し
合
い
に
時
間
を
か

け
る
こ
の
手
法
は
、
ス
ピ
ー
ド
や

成
果
を
求
め
る
現
代
の
風
潮
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
過
程

を
踏
む
こ
と
で
生
ま
れ
る
愛
着
や

連
帯
感
は
、
地
元
へ
の
こ
だ
わ
り

を
生
み
、
未
来
の
三
沢
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
と
な
る
は
ず
で

す
。

【
特
集　

地
域
の
チ
カ
ラ
Ⅲ

　
「
協
働
す
る
」と
い
う
こ
と
。完
】

必
要
な
も
の

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

　『協働』とは同じ目的のために力を合わせて働くこと。これは私

の持論ですが『協働』を語る上で欠かせないのが「共同」と「協同」

という２つの言葉です。「共同」とは複数の人が同じ目的のために

一緒にすること。「協同」とは役割を分担しながら、同じ目的のた

めに力を合わせること。『協働』と『共同』と『協同』。それぞれの

言葉の中に「どう協力するか」微妙なニュアンスがありますが、『協

働のまちづくり』を実現する要素として、これら３つの言葉は不可

欠だと思いますね。

　「向こう三軒両隣」と言われていた昔は、良い話も悪い話も伝え

合い、全ての情報を共有していました。それは情報に始まり、行動

へとつながります。子どもを教育するのは親だけの役目ではなく、

近所のおじさんやおばさんも大切なことを教えてくれた。一人暮ら

しの高齢者の様子は、近所みんなが知っていて、困っているときは

助け合った。今こそ人間関係を薄れさせず、モチベーションを高く

して常に情報を伝え合うことが、まちづくりの第一歩かなと思いま

す。そして問題を解決するためには、問題を抱えている人と一緒に

なって、考えなければいけないと思うのです。ですから、当事者を

含めた情報の共有が、協働のまちづくりには必要なのではないで

しょうか。まちづくりというのは、人対人ですよ。

　市民提案事業にしても、皆さんの税金が含まれる市の予算から補

助金として出すわけですから、趣旨を十分理解した上で、うまく

使って広く市民に寄与しなくてはなりません。その事業が、まちや

人の為になっているのか。単に「イベントをやりたい」「お金が必要」

ではなく、自分たちも汗をかいて努力しなくてはいけない。市は予

算を使い、実施団体も汗をかく。そして市民の人も参加する。そう

いう形が必要ですよね。ボランティアという、見返りなく自分たち

で何かやろうかという考え方において、日本は欧米から大きく遅れ

ていました。やってもらえるものは何でもやってもらおうと考えて

しまっていた。しかし、全国的にここ数十年で意識が変わってきて

います。「自分たちも汗を流す」。その発想を持たなければ、いつま

でたっても変わらないのではないでしょうか。

「
必
要
な
の
は  
情
報
の
共
有
」

東日本大震災
　東日本大震災では三沢漁港を
はじめ、沿岸地域を中心に大き
な被害がもたらされました。ま
た、市内全域にわたって停電が
続き、避難所での生活を余儀な
くされた方も大勢いました。
　行政はもちろん、米軍、自衛隊、
企業やボランティアの方々によ
る、がれきの撤去や避難所への
物資提供。そして避難所となっ
た小学校などでは、地域の人々
が炊事や物資運搬などを役割分
担。多くの人々が自分にできる
ことで支え合った、一つの大き
な協働のカタチです。

　『協働』を浸透させるためには、市民のニーズに応える事業であ

るのかを考えなければならないと思います。ひとつの事業を終えた

後に、どのくらいのニーズに応え、効果があり、目標に対してどこ

まで到達したのか。また、市民の皆さんから、どういった意見や賛

同が得られたのか。事業を広く周知しながら、終わった後に、改め

て違う観点からの意見を聴くことも必要ではないでしょうか。

　事業を主催する人たちも、事業の価値観を改めて見直しすること

で、より多くの方たちに賛同いただけるような事業展開をしていけ

るのではないかと思うのです。主催する側の意志や思い入れが強く

なればなるほど、どうしても対象は特定・固定化されてしまう傾向

があるように思えます。自分たちだけでなく市民の声もフィード

バックし、次のステップに繋げる。その積み重ねをしていくことが、

「三沢のまちをよくしよう」とする市民提案事業では、特に大事な

のではないかと思います。

　行政と団体が対等の立場にあるのが『協働のまちづくり』。お互

いに意見を言うことも必要だし、周りにいる市民の方から声を真
し ん し

摯

に受け止めて、次に生かす必要があると思います。

　また、その事業の意義や発展性といったものを、市民の皆さんに

理解していただくことも大切だと思います。市民の皆さんからいた

だいた税金を使ってのまちづくり事業ですから、意義やその成果も

伝えなければなりません。そうしていけば、この提案事業を通して

『協働』が浸透していくのではないでしょうか。もしかしたら、団

体同士の連携や協力といった可能性も出てくるかもしれません。そ

うしていかなければ、いつまでも同じ器の中でしか展開していかな

いという気はします。最初は対象者が少なくてもいいのですよ。参

加した人がそれぞれに「いい事業でした」と発信できていれば。そ

こからまた事業の展開もできてくると思います。小さな積み重ねだ

と思うのです。そのためには、周知が十分にされていて、合意がと

れていて、皆さんに理解いただけていることが重要だと思います。

『協働』は対等の立場であることが大前提。理解し合って、より深

くお互いを分かろうとする努力を続けていかなければなりません。

名
な く い

久井  正
ま さ ひ ろ

廣  さん

三沢市協働のまちづくり推進懇話会　会長

青森県立三沢航空科学館　地域連携グループマネージャー
青森県教育支援プラットフォーム上北地区協議会事務局
平成 21 年４月に設置された三沢市協働のまちづくり市民会
議に委員として参加。「協働のまちづくり推進指針」や市民
活動ネットワークセンターみさわの設置にも携わる。

「
大
切
な
の
は

　
　
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
」

地域きずな・支えあい事業
　平成 24 年４月に始まったこの
事業は、一人暮らし高齢者や障
害者など、支援を必要とする人々
を地域の「ご近所」で支え合い、
安心して生活できる環境をつく
ろうというもの。三沢市社会福
祉協議会を中心に、町内会、行政、
地 域 包 括 セ ン タ ー な ど が 協 力。
要支援者一人に対して一人以上
設定する地域の支援者「ご近所
サポーター」や「地域支援マップ」
などの作成を、町内会ごとに順
次進めています。それぞれが役
割を分担して要支援者を災害な
どから守る、協働のカタチ。

古間木小学校 学校支援ボランティア
　古間木小学校が地域と連携し
ながら続けている学校支援活動
推進事業。地域住民がボランティ
ア・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー と な り、
学習に最適な知識や技術を持つ
ボランティアを地域から探して
交渉。日程や教材、学習内容に
ついても学校と地域の人々の間
に入って調整します。
　子どもたちは、野菜の作り方
や裁縫、水泳など、さまざま知
識や技術を学び、地域の人々は
子どもたちと触れ合い生きがい
を感じます。学校×地域。これ
も一つの協働のカタチ。
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あ
な
た
の
一
票
が

　

国
政
を
変
え
る

広 告広 告

主な仕様（予定）
規　　格　Ａ４判・４色刷

発行部数　23,000 程度

　　　　　（毎戸配布と３年間の転入者分）

ページ数　130 ～ 140 ページ程度

　これまで市民ガイドに掲載していた、各種

手続きなどの行政情報を大幅に充実させ、防

災情報や地域情報、生活情報など、三沢市で

暮らす上で必要となる便利な情報を大量に掲

載します。また保存性も考慮することから、

数年にわたり、手元に置いてお使いいただけ

る便利帳となる予定です。

問い合わせ先　広報広聴課（内線 214）

行
・
業
務
・
出
張
等
に
よ
り
不
在

に
な
る
方
は
、
事
前
に
手
続
き
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
滞
在
地
で
郵

送
に
て
不
在
者
投
票
用
紙
等
を
受

領
し
、
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
指
定
病
院
に
入
所

（
入
院
）
中
の
場
合
は
、
そ
の
施

設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
日
当
日
ま
で
に
20

歳
を
迎
え
、
投
票
日
前
に
投
票
し

よ
う
と
す
る
方（
ま
だ
19
歳
の
方
）

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

 
郵
便
（
在
宅
）
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

有
権
者
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、
郵
便
に
よ
り
、
居
住
し

て
い
る
自
宅
等
で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
に
該
当
す
る
方

　
「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」
や
「
戦

傷
病
者
手
帳
」、「
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
」
を
所
持
し
て
い
る
方

で
障
が
い
の
程
度
お
よ
び
介
護
保

険
法
上
の
要
介
護
状
態
区
分
が
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月

４
日
に
公
示
さ
れ
、
７
月
21
日
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
有
権
者
の

皆
さ
ん
は
、
棄
権
し
な
い
で
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

 

投
票
で
き
る
要
件

住
所
要
件　

平
成
25
年
４
月
３
日

　
　
　
　
　

以
前
か
ら
引
き
続
き

　
　
　
　
　

三
沢
市
に
住
所
を
有

　
　
　
　
　

す
る
方

年
齢
要
件　

平
成
５
年
７
月
22
日

　
　
　
　
　

以
前
に
出
生
し
た
方

 

投
　
票
　
所

　
「
投
票
所
入
場
券
」
に
各
投
票

所
名
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
所
一

覧
は
、
投
票
日
前
日
ま
で
に
各
世

帯
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年

６
月
18
日
以
後
に
市
内
転
居
し
た

方
は
、
転
居
前
の
住
所
の
投
票
所

と
な
り
ま
す
。

投
票
時
間　

７
時
～
20
時

　

投
票
所
入
場
券
は
、
７
月
４
日

（
選
挙
期
日
の
公
示
日
）
以
降
に

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。
投
票
す
る
際
は
自
分
の
入
場

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場

券
が
届
か
な
い
な
ど
の
場
合
は
、

入
場
券
が
無
く
て
も
投
票
で
き
ま

す
。

 

投
票
の
方
法

　

２
種
類
の
投
票
を
し
ま
す
。

①
青
森
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

　

の
投
票（
候
補
者
氏
名
を
記
入
）

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票

（
候
補
者
の
氏
名
、
ま
た
は
政
党

名
を
記
入
）

 
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
用
事
ま
た
は

旅
行
、
業
務
、
出
張
等
に
よ
り
不

在
に
な
る
方
は
、
事
前
に
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
す
る
場
合
は
、
投

票
所
入
場
券
裏
面
の
宣
誓
書
に
記

入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
所
に
は
、
宣
誓
書

　

用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で

　

入
場
券
が
無
く
て
も
、
投
票
で

　

き
ま
す
。

期　

間　

７
月
５
日
㈮
～
20
日
㈯

時　

間　

８
時
30
分
～
20
時

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
も
同
じ
）

場　

所　

市
役
所
別
館
１
階

　
　
　
　

多
目
的
室
（
選
挙
管
理

　
　
　
　

委
員
会
事
務
局
隣
り
）

※
場
所
が
、
別
館
２
階
か
ら
別
館

　

１
階
へ
移
り
ま
し
た
の
で
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

 

不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
お
よ
び
期
日
前
投

票
期
間
中
に
、
用
事
ま
た
は
旅

７
月
21
日
㈰
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
人

で
、
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
し
て
定
め
ら
れ

た
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

長
に
届
け
出
た
方
（
選
挙
権
を
有

す
る
者
に
限
る
。）
に
投
票
に
関

す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

郵
便
投
票
の
請
求
期
限

　

郵
便
投
票
の
請
求
は
、
７
月
17

日
ま
で
に
郵
便
投
票
証
明
書
を
提

示
し
て
請
求
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
請
求
手
続
は
、
選
挙
期
日
の

公
示
日
前
で
も
で
き
ま
す
。

※
郵
便
投
票
証
明
書

　

郵
便
で
不
在
者
投
票
を
行
う
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す

る
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

事
前
に
「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」

等
を
提
示
し
、
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
郵
便
投
票
証
明

書
を
お
持
ち
の
方
は「
有
効
期
限
」

切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
交
付
申
請
の
手
続
き
は
代
理
人

　

で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

　   

選
挙
運
動
が
解
禁
さ
れ
ま
す

①
今
回
の
選
挙
か
ら
、
有
権
者
は

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
利
用
し
た

　

選
挙
運
動
が
可
能
と
な
り
ま
す

　

が
、
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た

　

選
挙
運
動
は
、
引
き
続
き
禁
止

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
候
補
者
や
政
党
等
は
、
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
等
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

　

を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
可
能

　

に
な
り
ま
す
。

※
選
挙
運
動
は
、
公
示
・
告
示
日

　

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
し
か

　

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

　

た
、
未
成
年
者
は
、
選
挙
運
動

　

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
が

　
　
　
　
　
　   

回
復
し
ま
し
た

　

今
回
の
選
挙
か
ら
、
成
年
被
後

見
人
は
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権

を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
選
挙
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
内
線
３
０
８
・
３
０
９)

　

５
月
の
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー

と
の
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て

は
、
団
長
で
あ
る
私
を
含
め
、

親
善
大
使
の
皆
さ
ん
の
コ
メ
ン

ト
が
今
回
の
広
報
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
人
や
文
化
、
自

然
な
ど
多
く
の
こ
と
を
肌
で
感

じ
、
豊
か
な
心
を
育
ん
だ
こ
と

を
皆
さ
ん
も
感
じ
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
も
の
を
見

た
り
、
体
験
し
な
が
ら
交
流
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
世

界
で
最
も
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
と

も
言
わ
れ
る
「
ブ
ル
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
」
を
見
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
ウ
ボ
ー

イ
文
化
は
初
期
の
ア
メ
リ
カ
の

歴
史
そ
の
も
の
で
す
。
ブ
ル
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
ロ
デ
オ
の
花

形
種
目
で
あ
り
、ブ
ル
（
雄
牛
）

に
乗
る
の
は
非
常
に
難
し
く
危

険
で
、
命
を
懸
け
て
挑
む
カ
ウ

ボ
ー
イ
の
姿
が
多
く
の
ア
メ
リ

カ
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
私
た
ち
使
節
団

を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

和
や
か
な
雰
囲
気
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
迫
力
は
凄
い
も
の

で
し
た
。
落
下
し
て
動
け
な
く

な
っ
た
選
手
を
目
の
当
た
り
に

し
た
時
は
、
会
場
が
静
ま
り
返

り
、緊
張
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

あ
の
選
手
は
大
丈
夫
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
中
学
生
大
使
の

み
な
ら
ず
、
大
人
の
私
た
ち
に

も
刺
激
的
な
も
の
で
し
た
が
、

中
学
生
大
使
の
皆
さ
ん
に
は
、

留
学
を
目
指
し
て
も
ロ
デ
オ
選

手
は
目
指
さ
な
い
で
い
た
だ
き

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
夢
を
追
い
求

め
、
そ
の
夢
に
命
を
懸
け
る
気

概
は
、
私
た
ち
も
見
習
う
も
の

が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
牛
に
乗
っ
て
競
い
合

う
よ
り
も
、
こ
の
時
期
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
多
く
の
人
々
と
交

流
を
図
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　

三
沢
市
長　

種
市
一
正

ブ
ル
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

広
報
広
聴
課
（
内
線
２
１
４
）

　

６
月
25
日
、
三
沢
市
と
㈱
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
「
み
さ
わ
暮
ら
し
の
便

利
帳
」
の
共
同
発
行
に
関
す
る
協
定

に
調
印
し
ま
し
た
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
、
新
た
に
転
入
さ

れ
て
き
た
方
な
ど
に
対
し
、
各
種
行

政
手
続
き
な
ど
を
掲
載
し
た
市
民
ガ

イ
ド
「
よ
う
こ
そ
三
沢
市
へ
」
を
配

布
し
て
き
ま
し
た
が
、
発
行
に
か
か

る
経
費
か
ら
掲
載
内
容
や
部
数
は
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
発
行

経
費
を
冊
子
内
に
掲
載
す
る
有
料
広

告
で
賄
う
便
利
帳
発
行
事
業
の
共
同

事
業
者
を
５
月
に
公
募
。
全
国
自
治

体
で
同
様
の
事
業
実
績
を
持
つ
㈱
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

「
み
さ
わ
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
共
同
で
作
成
・
発
行
し
ま
す

こ
の
度
、
協
定
を
結
び
共
同
発
行

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

便
利
帳
に
は
、
行
政
情
報
は
も

ち
ろ
ん
、
防
災
情
報
や
地
域
情
報

な
ど
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
が

生
活
す
る
上
で
必
要
な
各
種
情
報

を
掲
載
し
、
市
内
全
世
帯
に
無
料

で
配
布
。
利
便
性
向
上
を
図
り
ま

す
。
行
政
情
報
な
ど
は
市
が
提
供

し
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
編
集
や

印
刷
、
製
本
、
各
世
帯
へ
の
配
布

な
ど
を
担
当
。
発
行
に
か
か
る
経

費
に
、市
の
財
政
負
担
は
伴
わ
ず
、

冊
子
に
掲
載
す
る
企
業
広
告
収
入

で
賄
い
ま
す
。

みさわ暮らしの便利帳
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広 告広 告

※用 途 区 域：①～④・⑥無指定、⑤第１種住居専用地域
　建 ぺ い 率：①～④・⑥ 70％、⑤ 60％
　指定容積率：200％
※①～④は下水道本管への引込可能（購入者が自己負担）。
　住宅以外の用途で下水道を利用する場合は、下水道課
　（内線 335）にご確認ください。

細谷
農村公園

①細谷２丁目 101 番 1418
　雑種地 963㎡（291.3 坪）
　最低売却価格　269 万６千円

①

上下水道引込可国道
338 号線

②淋代５丁目 687 番 73
　宅地 575㎡（173.9 坪）
　最低売却価格　264 万５千円
③淋代５丁目 687 番 77
　宅地 576㎡（174.2 坪）
　最低売却価格　225 万６千円
④淋代５丁目 431 番１
　雑種地 2,281㎡（690.0 坪）
　最低売却価格　565 万６千円

②③水道本管までの距離

　　　　　　市道（南側）からおよそ 4.5m

淋代海岸

市民の森へ

② ③
④

国道 338 号線

④給水管あり

⑤新町２丁目 121 番 105
　宅地 205.66㎡（62.2 坪）
　最低売却価格　409 万円

水道引込および下水道接続可能

旅館・仕出し栄作

至 三沢駅 ⑤

主要地方道三沢十和田線

⑥六川目５丁目 1000 番２（建物付）

　宅地 1,495㎡（452.2 坪）
　最低売却価格　589 万円

水道引込および下水道接続可能

㈱附田生コン

⑥

国道 338 号線

NTT 八戸支店
織笠交換所

入札参加申込書などの書類の提出
　受付期間　７月１日（月）～ 19 日（金）
　　　　　　　9:00 ～ 17:00（土・日・祝日を除く）
　受付場所　管財課（市役所本館２階）
　提出書類　▶住民票
　　　　　　▶身分証明書（法人は登記事項証明書）
　　　　　　▶一般競争入札参加申込書
　　　　　　▶誓約書
　　　　　　▶印鑑証明書
　※応募要領および申込書様式は管財課で配布します。
　　（市ホームページからもダウンロードできます）
入札保証金の納付
　入札書を提出する前に、市が発行する納入通知書で
　入札金額の 100 分の５以上の額の現金を三沢市指定
　金融機関等の窓口で納付していただきます。
入札・開札・落札者の決定
　日　時　８月 12 日（月）10:00 ～
　場　所　入札室（市役所別館４階）
契約の締結と契約保証金の納付
　落札された場合、落札決定の日から 10 日以内に契約
　を締結していただきます。
　また、契約を締結するときまでに、契約金額の 100
　分の 10 以上の額から契約保証金の一部に充当する入
　札保証金を控除した額を、市が発行する納入通知書
　で納付していただきます。
売買代金のお支払い
　市が発行する納入通知書で、売買価格からその一部
　を充当する契約保証金を控除した額を一括して市に
　納付していただきます。
　支払期限　９月 12 日（木）
※詳細については、お問い合わせください。

問い合わせ先
　管財課　財産用地係（内線 350・351）

市有地を一般競争入札にて公売します
管財課（内線 350・351）

平成 26 年４月１日以降採用
試験職種および受験資格等

試　験　職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一 般 事 務

大学卒業者 ５人程度 昭和 59 年４月２日以降に生まれた者で、大学卒業者（卒業見込者を含む）

短大・高校
卒 業 者 １人程度 昭和 61 年４月２日以降に生まれた者で、高等学校または短期大学卒業者（卒業見込

者を含む）並びに高等学校卒業程度認定試験合格者

一 般 技 術
（土木・建築・電気・機械） ２人程度 昭和 59 年４月２日以降に生まれた者で、大学において土木、建築、電気、機械のい

ずれかの技術課程を修めて卒業した者（卒業見込者を含む）

消 防 士 ３人程度
①昭和 59 年４月２日以降に生まれた者で、大学卒業者（卒業見込者を含む）
②昭和 61 年４月２日以降に生まれた者で、高等学校または短期大学卒業者（卒業見
　込者を含む）並びに高等学校卒業程度認定試験合格者

看 護 師 ８人程度 昭和 49 年４月２日以降に生まれた者で、看護師の免許を有する者または平成 26 年
４月 30 日までに免許取得見込みの者

助 産 師 ２人程度 昭和 49 年４月２日以降に生まれた者で、助産師の免許を有する者または平成 26 年
４月 30 日までに免許取得見込みの者

薬 剤 師 ２人程度 昭和 49 年４月２日以降に生まれた者で、薬剤師の免許を有する者または平成 26 年
４月 30 日までに免許取得見込みの者

臨 床 検 査 技 師 １人程度 昭和 49 年４月２日以降に生まれた者で、臨床検査技師の免許を有する者または平成
26 年４月 30 日までに免許取得見込みの者

第１次試験日および試験の種類
試　験　月　日 試　験　の　種　類

９月 22 日（日） 教養試験（全職種）、適性検査（一般事務と消防士のみ）、専門試験（一般技術のみ）

９月 21 日（土）～ 23 日（月）のうち
　　　　　　　　　　　　　三沢市が指定する日 面接試験（全職種）

試験会場
　市役所会議室、国際交流教育センター、市立三沢病院会議室　他

書類請求申込
　７月１日（月）から以下の申し込み先で配布する採用試験受験申込書等に必要事項を記入して、お申し込みください。
　申込書は市ホームページからもダウンロードできます。また、請求と申し込みは郵送でも対応できます。

申込受付期間
　８月１日（木）～ 15 日（木）　 ※いずれも８:15 ～ 17:00（土・日・祝日は除く）

平成 25 年度　三沢市職員採用試験案内
総務課（内線 207・208）

書類請求・申し込み先と問い合わせ先 　（※書類請求の際は、必ず希望する職種をお知らせください）

【一般事務、一般技術、消防士】に関しては…

　三沢市役所　総務部総務課人事管理係（☎ 53-5111 内線 207・208）〒 033-8666　三沢市桜町一丁目１-38

【看護師、助産師、薬剤師、臨床検査技師】に関しては…

　三沢市立三沢病院　管理課庶務会計係（☎ 53-2161）〒 033-0022　三沢市大字三沢字堀口 164-65
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募集施設
市内に本社または経営主体などがある団体等のみが応募できる施設

施　設　名 担　当　課 現地説明会日時

コミュニティマーケット 産業政策課
（内線 280）

７月 16 日（火）13:30
大町ビードル駐車場 生活安全課

（内線 316）

幸町駐車場、交通防犯センター 生活安全課
（内線 316） ７月 16 日（火）10:00

総合体育館

市民
スポーツ課

（内線 373）

７月 17 日（水）13:30
武道館 ７月 17 日（水）14:00
滝の沢市民プール、屋内温水プール ７月 17 日（水）15:00

市民運動広場、南山屋外運動場、
南山テニスコート、
三沢アイスアリーナ、

７月 18 日（木）13:30

おおぞら児童センター、
岡三沢児童館

家庭福祉課
（内線 381）

７月 18 日（木）     9:00

松原児童センター、木崎野児童クラブ ７月 18 日（木）10:30
古間木児童センター ７月 17 日（水）     9:00
上久保児童センター ７月 17 日（水）10:30
三沢児童館 ７月 19 日（金）     9:00
しおさい児童館、織笠児童館 ７月 19 日（金）10:30

市民の森
　老人福祉センター、レストハウス、
　温泉浴場、やすらぎ荘

観光物産課
（内線 359）

７月 23 日（火）     9:00

市民の森
　総合運動場、野球場、
　テニスコート、趣味の家、
　陸上ホッケー場、
　屋内ゲートボール場、

７月 23 日（火）10:30

小川原湖水浴場、
小川原湖畔コテージ、
小川原湖畔キャンプ場、
三沢オートキャンプ場

７月 23 日（火）13:30

団体等の所在地を問わず応募できる施設
施　設　名 担　当　課 現地説明会日時

斗南藩記念観光村、先人記念館 観光物産課
（内線 359） ７月 23 日（火）15:00

歴史民俗資料館 生涯学習課
（内線 379） ７月 23 日（火）15:30

公の施設の指定管理者を募集します
行政経営課（内線 221）

指定期間
　平成 26 年４月１日～平成 31 年３月 31 日の５年間
申請期間
　７月 25 日（木）～８月 23 日（金）
　（郵送の場合は８月 23 日の消印有効）
現地説明会
　　現地説明会への参加は必須条件ではありませんが、
　施設の管理内容に関する説明等を行いますので、なる
　べく参加してください。
　　なお、現地説明会への参加には事前の申し込みが必
　要です。詳しくは、各施設の募集要項をご覧ください。

※各施設の応募資格や応募方法、施設管理に関する詳し
　い内容は、三沢市ホームページに掲載する募集要項、
　業務基準書、申請書・資料編をご覧ください。

応募・問い合わせ先
　施設および募集に関することは各施設担当課へ
　指定管理者制度の概要などは行政経営課（内線 221）

担当町内会 保健協力員

春日台一丁目
武内  弘子
古田  ミネ子

春日台二丁目
鳥谷部  妙子
是川  哲子

春日台三丁目
沼山  多枝
黒澤  秀子

春日台団地 佐藤  きえ
古間木一丁目 上野  久美子
古間木二丁目 三輪  ヒデ
朝日台 吉村  五三子
ひばりケ丘団地 本間  洋子
本町一丁目 宮嶋  哲子
駅前 山田  愛子
本町四丁目 工藤  みね子
薬師一丁目 田中  治子

薬師二丁目
小笠原  毬子
小笠原 みつ子

千代田町
久保田  和子
赤司  あき子

新町二、三、四丁目
小泉  律子
蓼内  道子

大町第一 野坂  ミヤ子
大町第三 福田  親子
大町第四 沼山  よし子
松園町一丁目 大池  末子
松園町二丁目 小比類巻由紀子

松園すみれ
荒井  やす子
三浦  律子

花園町 川村  満子

担当町内会 保健協力員

西花園町
宮古  節子
宮園  玲子

上久保
工藤  泰子
山川  ハルヨ

中央町一丁目 田頭  八重
中央町二丁目・中塩通り 中塩  弘子
一、二、三街 小比類巻  薫

銀座連合
武藤  一子
昆  ヤス

桜町一丁目 天間  一枝
桜町二丁目 大森  スヅヱ
桜町団地 類家  イミ子
松原町 佐藤  昭子

美野原一丁目
池田  ゆかり
類家  富美子

美野原二丁目 林  多恵子

美野原三丁目
小岩  優子
附田  シヅヱ

栄町
鈴木  絹
堀野  純子

東町
高松  朝子
川端  芙代

南町 橘  イト
緑町 松橋  信子
緑町一丁目 今泉  節子
幸町一丁目 市川  和子
幸町二丁目 中居  トシミ
幸町三丁目 髙橋  イキ子

担当町内会 保健協力員

平畑 66
瀬川  ノリ
馬場  キヨ

平畑一丁目
坂岡  美和子
本居  靜子

本岡三沢 野々宮 八重子

下久保
中村  啓子
山本  アサ

岡三沢四、五丁目
山本  愛子
山本  博子

岡三沢六丁目 福田  キサ子
岡三沢八丁目 鈴木  千恵
梢町 中村  そが
東岡三沢 三軒  サダ子
上屋敷 橋場  静子
駒沢 山本  ソノ
こがね町 荒井  千恵子
堀口 中野  米子
堀口一丁目 千葉  和子
松ケ丘 駒沢  アイ
自由ケ丘 石村  正子
泉 山下  和歌子

南山
武井  ツセ
石橋  せい子

深谷 大沢  慶子

日の出
佐々木  則子
皆川  澄子

大津
小向  良子
安藤  光

担当町内会 保健協力員

浜三沢
種市  ハナ子
堀  きゑ

三川目
木村  淳子
内藤  暢子

鹿中 冨田  玲子

前平
川村  昭代
河村  香子

淋代
田面木  昭子
根城  瑞恵

細谷 中村  洋子

六川目
道場  弘子
畑内  トモ子

織笠
熊野  邦子
宮古  節子

塩釜 二羽  みち子
新森 木村  美智子
根井 阿部  靖子
朝日 林  節子
高野沢 一戸  幸子

谷地頭
蛯名  千鶴子
皆川  ミチ子

富崎 柏木  嘉子
八幡 赤沼  かの子
越下 久保山  美代
清水 古澤  いつ子
虹ヶ丘 矢口  尋子
泉町第二 渡辺  博子
岡三沢七丁目 山本  廣子

地域の人々の健康を守る「保健協力員」を紹介します
健康推進課（☎ 57-0707）

ひとり親家庭等医療費受給資格証の
更新手続きを忘れずに

家庭福祉課（☎ 51-8772）

　ひとり親家庭等医療費受給資格証（オレンジ色）の有
効期限は７月 31 日です。必要書類を持参の上、家庭福
祉課窓口で更新の手続きをお願いします。
必要書類　①更新申請書等（７月上旬に郵送します）
　　　　　②父または母、および児童の保険証
　　　　　③三沢市ひとり親家庭等医療費受給資格証
　　　　　④印鑑（認め印可）
　　　　　※平成 25 年１月１日現在、三沢市に住民登
　　　　　　録をしていなかった方は、前住所地の平成
　　　　　　25 年度所得課税証明書が必要です。
受給資格　①ひとり親家庭の父または母、および児童
　　　　　②父母のいない児童
　　　　　※その他、所得制限があります。
　現在、資格証をお持ちでない方の
申請も随時、受け付けています。
詳しくは、お問い合わせください。

申請・問い合わせ先
　家庭福祉課　児童係（☎ 51-8772）

　三沢市消防本部では、緊急性がない患者等の入
退院や通院などの搬送事業を行う患者等搬送事業
者（車いすも含む）の安全な運行を目的に、一定
の基準に適合する事業者を認定する制度を設けま
した。
　認定した事業者には、認定
証および搬送車両に貼付する
消防本部認定マークを交付し
ます。

問い合わせ先　消防本部管理課（☎ 54-4275）

患者等搬送事業者の
認定制度を設けました

　犬のフンをそのままにしていく行為は、地域の
人々の迷惑になるだけでなく、『青森県動物の愛護
及び管理に関する条例』の第７条に違反します。
　散歩に行く前にフンを済ませるよう、しつける
ことも大切です。飼い主としての自覚と責任を持っ
て、犬のフンは必ず後始末しましょう。

問い合わせ先　環境衛生課（内線 279）

犬のフンは  必ず
後始末をしましょう！

姉妹都市交流事業
ボランティアを募集します

国際交流課（☎ 51-1255）

　姉妹都市ウェナッチバレーから８月に
訪れる、友好親善使節団の活動をサポー
トするボランティアを募集します。
活動内容

ホームステイ
　　　　ボランティア

自宅に招き、滞在中の寝食を共にしな
がら日本文化の理解を深めるサポート

ホームビジット
　　　　ボランティア

自宅に招き、日本の家庭生活に触れる
機会を提供

語学ボランティア 通訳やガイドをします

文化紹介ボランティア 日本文化を紹介し、体験をサポート

送迎ボランティア 友好親善団員の送迎のサポート

申し込み・問い合わせ先　国際交流課（☎ 51-1255）

　各町内会長から推薦された以下の方が、平成
27 年３月 31 日までの間、保健協力員として
活動します。
　健康に関して、わからないことやお悩みがあ
りましたら、お気軽にお声掛けください。

保健協力員とは
各町内会長が推薦し、市から委嘱を受け、
地域の人々の健康保持・増進を図ることを
目的に『行政と地域をつなぐパイプ役』と
して活動します。任期は２年。守秘義務が
あり、相談内容の秘密は守られます。
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議案番号 件　　名 議決結果

議案第 30 号 専決処分の承認を求めることについて（平成 24 年度三沢市一般会計補正予算（第７号）） 承　　認

議案第 31 号 平成 25 年度三沢市一般会計補正予算（第１号）

原案可決
議案第 32 号 平成 25 年度三沢市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

議案第 33 号 平成 25 年度三沢市水道事業会計補正予算（第１号）

議案第 34 号 平成 25 年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第１号）

議案第 35 号 専決処分の承認を求めることについて（三沢市税条例の一部を改正する条例の制定について）

承　　認

議案第 36 号
専決処分の承認を求めることについて（三沢市原子力発電施設等立地地域における固定資産税の特別措置に関
する条例の一部を改正する条例の制定について）

議案第 37 号
専決処分の承認を求めることについて（三沢市承認企業立地計画に従って設置される施設に係る固定資産税の
特別措置に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

議案第 38 号 専決処分の承認を求めることについて（三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

議案第 39 号 三沢市立三沢病院整備基金条例の制定について

原案可決議案第 40 号 三沢市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 41 号 三沢市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 42 号 専決処分の承認を求めることについて（上北地方教育・福祉事務組合規約の変更について） 承　　認

議案第 43 号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について

原案可決
議案第 44 号

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変
更について

議案第 45 号 財産の取得について

議案第 46 号 三沢市職員給与の臨時特例に関する条例の制定について

議案第 47 号 三沢市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

請願第   ２号 青森地家裁十和田支部管内の司法の充実に関する請願 採　　択

議員提出議案
第 4 号

青森地家裁十和田支部管内の司法の充実を求める意見書案の提出について 原案可決
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　自主防災組織の組織率は本年５月末日現在で 44.0％となっ
ている。組織率の計算に用いる数値は、その地域に住む住民基
本台帳上の世帯数としており、市としては、自主防災組織はそ
の地区に住む住民の自助・共助のための組織と認識している。
自主防災組織に対する支援としては、年に何度か開催されてい
るリーダー研修会への参加のあっせんや、防災訓練時の指導員
派遣等、要望により災害対応能力向上等の研修を行っている。
　また、町内会未加入者については、自主防災組織の意義や活
動内容を理解していただき、防災訓練等に参加してもらえるよ
う町内会や自主防災組織と連携して広報活動を行っていく。

髙　橋　武　志　議員

　自主防災組織の組織率の現況は？また、自主防
災組織に対する支援状況と町内会未加入者への対
応は？

Ａ

Ｑ

　おいらせ町住吉地区の長靴型の状態は、昭和 23 年に大三沢
町が設置された際に、形成されたものである。三沢市に残され
ている当時の資料を基に調査を行ったところ、設置手続きに係
る法的な問題はなかった。
　また、住吉地区については、地形的な不自然さはあるものの、
行政区域を変更するための諸手続きなど、さまざまな問題があ
ることから、慎重に対応してきた経緯があり、今後においても
慎重に検討すべき課題と認識している。

上記のほか「除雪・排雪問題」「教育問題」の質問がありました。

野　坂　篤　司　議員

　栄町と南町に挟まれたおいらせ町住吉地区と
の境界線について、市ではこの長靴型の状態を
解消するためにどのような努力をし、今後どの
ような施策を実行していくのか？

Ａ

Ｑ

※

　昨年の春頃から大都市部を中心に風しんの患者数が急増し、
現在も流行が続いており、最近では免疫を持っていない 20 ～
40 代を中心に患者数が増えている。免疫を持っていない女性
が、妊娠の初期に風しんに感染すると、先天性風しん症候群の
子どもが生まれる可能性が高まると言われている。そのため、
風しんの流行を防止するには、予防接種により免疫を持つこと
が必要とされており、妊娠を予定している女性や妊婦のパート
ナーなど、身近にいる人が風しんを発症しないよう予防接種を
受けることが重要であると認識している。
　三沢市としても、妊婦さんが安心して子どもを産める環境づ
くりを推進するために、予防接種費用の助成を実施する方向で、
検討しているところである。また、対象者については、現在、
罹患している年代を中心に実施していきたいと考えている。

春　日　洋　子　議員

　風しん予防接種の公費助成を三沢市では実施す
るのか。また、実施する場合の具体的な計画は？

Ａ

Ｑ

上記のほか「福祉問題」「教育問題」の質問がありました。※

　６月 13 日、14 日の本会議では、７人の議員
が市政に対する一般質問を行いました。
　主な質問項目と、それに対する市側の答弁の
概要は次のとおりです。

一  般  質  問

　当該路線は、中央商店街への誘客を図るための路線としての
みではなく、当市の中央地区を往来するための重要な路線であ
ることから、一方通行の解除をはじめ当該路線の改良について
関係者や関係機関との協議を行ってきた。その結果、アーケー
ドの撤去や電線類地中化等の課題が挙げられており、現時点で
は地元商店会や関係機関との協議が整っていない状況にある。
　今後においては、地域住民の意向を確認するとともに、商工
会や地元商店会など商業関係団体との協議や、道路を管理する
県道路担当部局および交通規制等を担当する警察署交通部局と
の調整・協議を行い、最善の手法を検討していきたいと考えて
いる。

山　本　弥　一　議員

　本市の中心商店街の復権を図るには、まず交通
の利便性や安全性の環境整備が重要である。その
ために、未整備の県道三沢十和田線の拡幅を図る
べきと考えるがその取り組みは？

Ａ

Ｑ

上記のほか「行政問題」の質問がありました。※

　この路線は、三沢駅方面から市街地へ向かう幹線道路のため、
交通量が多く、通勤および通学の歩行者も多数利用しているが、
歩道がないことから、県に対して歩道の設置を要望していると
ころである。また、本町４丁目の坂道は、道幅が狭く危険であ
るという判断から通学路には指定していない。しかし、ビード
ルドームへ分岐する三叉路から大町２丁目の交差点までの区間
は、児童生徒の居住人口も多いことから、保護者からのご理解
とご協力をいただき、やむを得ず指定しているものである。
　今後も、文部科学省、国土交通省、警察庁が連携し、通学路
の安全確保に向けた取り組みを推進することになっており、当
市でも、道路管理者や保護者および地域住民等の関係者ととも
に児童生徒の安全確保の推進に努めていきたいと考えている

太　田　博　之　議員

　県道八戸野辺地線の本町４丁目の坂道が狭く危
険であると感じることから、当該路線における安
全対策の現状は？

Ａ

Ｑ

上記のほか「基地問題」「選挙問題」の質問がありました。※

上記のほか「高速交通問題について」の質問がありました。※

　当該計画は、平成 11 年３月に策定した三沢市中心市街地活
性化基本計画の成果と反省を踏まえ、平成 19 年 11 月に新た
な計画として策定したものであり、策定以後、現スカイプラザ
ミサワの名称変更および事業規模および実施期間の変更等に伴
い、４度の修正・変更を行ってきたところである。
　本年３月 29 日に承認された計画変更に至る経緯と具体的な
内容は、病院跡地に整備する医療・介護に関する施設の整備手
法と、施設整備に関連する国・県との調整に時間を要したため、
これら施設に付随する、緑地および駐車場の整備方針の決定が
遅れたことから計画期間を延長したところである。

上記のほか「三沢市災害時要援護者避難支援計画について」の質問
がありました。

瀬　崎　雅　弘　議員

　三沢市中心市街地活性化基本計画の一部が変更
されたとあるが、計画変更に至った経緯とその具
体的な内容は？

Ｑ

※

Ａ
　就学援助については、学校教育法第 19 条に、経済的理由に
よって就学困難と認められる児童または生徒の保護者に対し
て、市町村は必要な援助を与えなければならないとされており、
当市では、三沢市要保護・準要保護児童生徒援助費支給要綱で
認定要件を定め、援助を行っている。認定にあたっては、要件
に基づき、申請世帯の総所得や課税状況、また、世帯人数等に
おける需要額などを算出し、生計の状況を総合的に判断した上
で行っている。援助の支給内容については、学用品費、新入学
児童生徒学用品費等、修学旅行費、学校給食費となっている。
学用品費については、毎年定められた金額、新入学児童生徒学
用品費等については、新入学の準備費として定められた金額を
支給している。また、修学旅行費および学校給食費については
実費分を支給している。

上記のほか「基地問題について」「若者住宅支援制度について」
の質問がありました。

奥　本　菜保巳　議員

　就学援助制度は、経済的理由で就学に困難を抱
えている児童生徒の保護者に対し学用品費や給食
費を援助するものであるが、準要保護就学援助の
対象となる要件と援助の支給内容は？

Ａ

Ｑ

※

　　市議会では、本会議の会議録を定例会、臨時会ごとに

発行しています。市役所本館１階にある情報公開コーナー

で自由に閲覧できますので、ご利用ください。

会議録を閲覧できます

▲情報公開コーナーは市役所本館１階 市民課窓口に設置されています

22市役所代表　☎ 53-5111
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今
定
例
会
に
お
い
て
、
意
見
書
案

１
件
が
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
、
市
議
会
の
意
思
と
し

て
、
国
会
や
関
係
機
関
に
意
見
書
を

送
付
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
意
見
書
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
最
高
裁
判
所
長
官
、
法

務
大
臣
、
検
事
総
長

特
別
委
員
会
報
告
（
要
旨
）

　

本
委
員
会
は
、去
る
６
月
14
日
、

基
地
周
辺
対
策
要
望
に
つ
い
て
、

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

三
沢
市
議
会
に
お
い
て
は
、
従

来
か
ら
設
置
さ
れ
て
き
た
基
地
対

策
特
別
委
員
会
で
あ
り
ま
す
が
、

基
地
所
在
に
伴
い
発
生
す
る
諸
問

題
の
解
決
は
、
地
方
自
治
体
が
独

自
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
国

の
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致
し

て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
三
沢

基
地
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
や

民
生
安
定
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
国
に
対
し
、
強
く
要
望
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
委
員
会
の
活
動
の

柱
と
し
て
行
っ
て
き
た
基
地
周
辺

対
策
に
関
す
る
要
望
を
今
年
度
も

引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

は
じ
め
に
執
行
部
か
ら
具
体
的
な

要
望
案
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
を
基
に
委
員
会
で

協
議
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
要
望
項
目
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続
で
あ
る

▽
三
沢
飛
行
場
第
２
滑
走
路
の
早

　

期
着
工
に
つ
い
て

▽
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の

　

整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
運
用

　

改
善
に
つ
い
て

▽
再
編
交
付
金
の
交
付
期
間
の
延

　

長
に
つ
い
て

▽
集
団
移
転
跡
地
の
有
効
利
用
に

　

つ
い
て

▽
航
空
機
騒
音
の
規
制
措
置
に
つ

　

い
て

▽
基
地
周
辺
住
民
対
策
の
充
実
に

　

つ
い
て

▽
地
域
振
興
に
対
す
る
支
援
に
つ

　

い
て

▽
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村

　

助
成
交
付
金
及
び
施
設
等
所
在

　

市
町
村
調
整
交
付
金
の
改
善
に

つ
い
て

　

以
上
８
項
目
と
新
規
１
項
目

▽
生
活
環
境
施
設
等
の
整
備
に
対

　

す
る
支
援
に
つ
い
て

　

の
併
せ
て
９
項
目
に
つ
い
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

委
員
長　

山
本　

弥
一

　

本
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
し
て
各
種

事
業
の
計
画
に
つ
い
て
執
行
部
か

ら
説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
効
果
の
点
か
ら
最
も
関

心
と
必
要
性
を
感
じ
た
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
設
置
事
業
に
絞
っ
て
検
討
・

協
議
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
、
三
沢
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
協
議
会
で
出
さ
れ
た
最
終
報
告

に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
れ
を
受
け

て
市
と
し
て
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設

置
事
業
の
計
画
お
よ
び
今
後
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
に
つ
い
て

の
説
明
を
執
行
部
か
ら
受
け
ま
し

た
。

　

説
明
で
は
、
三
沢
市
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
協
議
会
か
ら
は
事
業
提

案
骨
子
と
し
て
８
事
業
の
提
案
が

出
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
面

等
を
考
慮
し
て
も
困
難
で
あ
る
と

の
判
断
か
ら
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
に
つ
い
て
は
断
念
す
る
と
し
、

今
後
、
市
と
し
て
は
、
そ
の
他
事

業
提
案
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
継

続
し
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

事
業
を
断
念
す
る
に
あ
た
っ
て
、

県
や
地
元
企
業
と
共
同
で
事
業
を

推
進
し
て
い
く
考
え
は
な
い
の
か

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
委
員
会
と
し
て
は
、
市
直
営
で

の
事
業
推
進
に
つ
い
て
断
念
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
筋
で
了
承

す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
本
委
員
会
と
し
て
は
、

小
中
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
施
設

の
導
入
、
温
泉
配
湯
熱
を
利
用
し

た
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
市
道

の
交
通
信
号
機
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
導
入
、
防
犯
灯
と
隣
接
す

る
集
会
所
に
太
陽
光
お
よ
び
小
型

風
力
発
電
設
備
を
導
入
、
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
構
想
、
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想
の
導

入
・
推
進
に
向
け
て
環
境
と
条
例

の
整
備
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
あ

る
い
は
先
進
地
を
視
察
す
る
な
ど

研
究
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。 委

員
長　

小
比
類
巻　

雅
彦

　６月 20 日の本会議で報告された各
委員会の活動内容などを掲載します。

委員会活動報告 ほか

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
特
別
委
員
会

基
地
対
策
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
（
要
旨
）

三
沢
市
議
会
事
務
局

電
話
兼
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
53
―
５
５
０
０

Ｅ
メ
ー
ル
：gikai@

city.m
isaw

a.lg.jp

お
問
い
合
わ
せ

傍
聴
の
お
願
い

　

議
会
で
は
、
市
民
生
活
に
直
結

し
た
重
要
な
問
題
が
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
選
ん

だ
議
員
の
活
動
や
市
政
の
動
き
を

知
る
た
め
に
も
、
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
傍
聴
席
は
50
席
と
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
等
で
傍

聴
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲６月 14 日の会議の様子

▲傍聴席から見た議場内の様子 ▲６月 12 日の会議の様子

意
見
書
の
提
出

委
員
長　

瀬
崎　

雅
弘

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

今
回
の
委
員
会
は
、
新
聞
報
道
に

よ
り
、
市
内
の
小
学
校
教
諭
に
よ
る

体
罰
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

急
き
ょ
調
査
し
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
の
説
明
に
よ
る

と
、
昨
年
９
月
、
給
食
時
に
一
児
童

に
対
し
、
後
頭
部
を
足
の
甲
で
蹴
っ

た
と
の
こ
と
。
教
諭
に
体
罰
の
認
識

は
な
く
、
保
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
で
発
覚
し
、
保
護
者
お
よ
び
当
該

児
童
に
謝
罪
。
そ
の
後
、
県
教
育
委

員
会
は
、
当
該
教
諭
を
戒
告
処
分
と

し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
は
、

学
校
内
に
お
け
る
組
織
的
な
教
員
指

導
と
、
学
校
、
教
育
委
員
会
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
徹
底
し
、
再

発
防
止
に
努
め
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
本
事
案
の
処
分
や

公
表
の
権
限
に
つ
い
て
、
県
教
育
委

員
会
に
権
限
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
も
の
の
、
公
表
に
至
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
情
報
提
供
を
強
く
要
望
す
る

べ
き
と
の
意
見
や
、
体
制
自
体
の
改

善
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
罰
に
つ
い
て
は
、
一
歩

間
違
え
れ
ば
大
事
に
至
る
深
刻
な
問

題
で
す
。
委
員
会
と
し
て
も
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

ち
学
べ
る
教
育
環
境
の
構
築
に
向

け
、
意
見
、
提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

委
員
長　

春
日　

洋
子

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
去
る
６
月
５
日
に

会
議
を
開
き
、
次
の
３
つ
の
案
件
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

①
古
間
木
団
地
建
替
事
業

　

執
行
部
か
ら
建
築
設
計
完
了
後

の
事
業
概
要
の
説
明
が
あ
り
、
建

替
戸
数
14
棟
65
戸
、
総
事
業
費
約

13
億
８
千
万
円
、
平
成
30
年
度
全
面

供
用
開
始
を
目
標
に
進
め
て
い
く
と

の
こ
と
。

②
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
３
号
中
央

　

町
金
矢
線

　

県
事
業
に
よ
り
平
成
５
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
末
で
の

進
捗
率
は
90
％
で
、
平
成
28
年
度
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
着
実
な
進
捗

を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
。

③
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ
の
運
営
状

　

況

　

昨
年
度
は
、
テ
ナ
ン
ト
数
が
５
店

舗
増
と
な
り
、
売
上
高
が
前
年
度
比

２
１
３
％
増
の
約
１
億
２
千
万
円
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
。
今
年
度
は
、
当

市
の
名
所
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

事
業
展
開
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

①
②
は
、
生
活
お
よ
び
交
通
利
便

性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
③
は
中
心
市
街
地
の
拠

点
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
重

要
度
か
ら
も
今
後
も
引
き
続
き
、
注

視
し
、
助
言
・
調
査
を
し
て
い
き
ま

す
。

委
員
長　

野
坂　

篤
司

民
生
常
任
委
員
会

　

去
る
５
月
20
日
に
会
議
を
開
催

し
、
当
市
の
生
活
保
護
の
実
態
に
つ

い
て
と
当
市
お
よ
び
近
隣
町
村
の
老

人
介
護
施
設
の
状
況
、
火
災
多
発
非

常
事
態
宣
言
に
関
す
る
案
件
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　

当
市
の
生
活
保
護
の
実
態
に
つ
い

て
、
執
行
部
の
説
明
で
は
、
昨
年
度

対
前
年
比
で
増
加
率
が
１
割
を
切
っ

た
も
の
の
、
本
年
１
月
に
は
４
０
３

世
帯
と
過
去
最
高
と
な
り
、
今
後
も

増
加
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る

と
の
こ
と
。
ま
た
、
相
談
件
数
も
約

４
割
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

次
に
、
当
市
お
よ
び
近
隣
町
村
の

老
人
介
護
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
、

執
行
部
の
説
明
で
は
、
介
護
保
険
対

象
施
設
の
待
機
者
は
多
い
も
の
の
、

日
帰
り
介
護
施
設
の
待
機
者
は
い
な

い
と
の
こ
と
で
、
委
員
か
ら
待
機
者

を
減
ら
す
た
め
の
対
応
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
市
で
は
介
護
保
険
施
設

整
備
計
画
に
お
い
て
施
設
の
設
置
を

計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
、
当
市
で
は
、
昨
年
の
同

時
期
よ
り
７
件
も
多
い
13
件
の
火
災

が
発
生
し
て
お
り
、
火
災
多
発
非
常

事
態
が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

執
行
部
で
は
、
関
係
団
体
等
と
連
携

し
警
戒
態
勢
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
防
火
意
識
の
徹
底
に
努

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

三
沢
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

内
に
、
三
沢
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
市
議
会
の
概
要
や
議

員
紹
介
、
会
議
録
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
青
森
地
家
裁
十
和
田
支
部
管
内
の

司
法
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

⑴
青
森
地
方
裁
判
所
十
和
田
支
部
に

　

お
い
て
労
働
審
判
が
開
催
で
き
る

　

よ
う
に
す
る
こ
と

⑵
青
森
家
庭
裁
判
所
十
和
田
支
部
に

　

家
庭
裁
判
所
調
査
官
を
常
駐
さ
せ

　

る
こ
と

⑶
青
森
地
方
検
察
庁
十
和
田
支
部
に

　

検
察
官
を
常
駐
さ
せ
、
青
森
地
方

　

裁
判
所
十
和
田
支
部
に
お
い
て
、

　

勾
留
中
の
被
告
人
の
刑
事
裁
判
も

　

扱
う
よ
う
に
す
る
こ
と

お
知
ら
せ

定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

次
回
の
定
例
会
は
、
９
月
上
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
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議会だより 議会だより
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※市ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事を紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

◀
小
さ
な
手
で
お
手
伝
い
し
た
授
粉
か
ら
、
ど

　

ん
な
大
き
な
り
ん
ご
が
育
つ
か
楽
し
み
で
す

秋の収穫楽しみに「おおきくなぁれ」
三沢空港りんごの木  授粉のお手伝い ５月 20 日

　三沢空港ターミナル株式会社は、空港ターミナル敷地内に

約 20 本のりんごの木を栽培。毎年、市内の幼稚園や保育所、

小学校の子どもたちに授粉・収穫作業を体験してもらう取り

組みを続けています。

　この日、授粉作業を手伝ったのは三沢カトリック幼稚園の

年長園児 45 人。作業の説明をしっかりと聞き、着色された

花粉を、花の中心にあるめしべに優しく付けました。今年は

例年に比べ気温が低いため、花を咲かせている木は、まだ全

体の 3 割ほど。それでも咲いている花を探し、熱心に作業

する園児たち。先生や職員の力を借りながら「おおきくなぁ

れ」と願いを込めて小さな腕を精一杯伸ばしていました。

◀
作
業
し
な
が
ら
泥
を
楽
し
む
児
童
た
ち
。
お

　

互
い
の
泥
だ
ら
け
な
姿
に
思
わ
ず
笑
い
出
す

“ おおぞらの田んぼ ” に輝く笑顔
おおぞら小学校の田植え ５月 24 日

　毎年、５年生を中心に総合的な学習として、田植えから米

として販売するまでの作業に取り組んでいる、おおぞら小学

校。校舎から徒歩約 15 分、面積約 25 アールの学校田で、

全校あげての田植えを行いました。

　田植えの心得を説くおいらせ農協青年部に励まされ、泥に

足を入れる児童たち。駆けつけた米軍基地内・カミングス小

学校と共に、田んぼの中で横一列に並び、一斉に苗を植えて

いきました。最初は汚れることを避けていた児童たちでした

が、最後は顔も体も泥だらけ。真っ黒になった児童の姿や不

揃いの苗に、先生たちも思わず苦笑。土に触れ農業に親しむ

子どもたちの屈託のない笑顔を温かく見守っていました。

子どもたちを明るい気持ちに
被災保育所に積み木などを寄贈 ５月 23 日

できごと

つうしん

◀
笑
顔
あ
り
、
涙
あ
り
。
数
々
の
思
い
出
を
残

　

し
た
大
運
動
会

力を合わせて勝ち取った優勝に歓喜
岡三沢小学校  大運動会 ６月１日

　岡三沢小学校グラウンドで開催された同校の大運動会。４

つの組に分かれた全校児童約 760 人が、優勝を目指し、さ

まざまな種目で競いました。

　個人・団体競技を終え、最終種目は色別選抜リレー。勝利

への期待を背負い、全力疾走する駆け足自慢の選手たち。途

中、バトンを落として悔し涙する選手の姿に感じる優勝への

強い想い。出場できない児童の分まで一生懸命に駆ける選手

たちに、見守る応援席からは、この日一番の歓声が上がって

いました。全種目を終え、かたずを呑みながら待つ順位発表。

優勝が宣言されると、白組の児童たちは、全員で勝ち取った

勝利に大声を上げ、その喜びを分かち合っていました。

◀
大
観
衆
が
注
目
す
る
中
、
大
空
ひ
ろ
ば
に
降

　

り
立
つ
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

救命・消防活動の大切さを伝える
消防フェア・ドクターヘリ劇的救命緊急訓練 ５月 26 日

　開館 10 周年を迎える県立三沢航空科学館が、市消防本部

と協力。子どもたちに救急救命や消防活動の大切さを伝えた

いと、隣接する大空ひろばで『消防フェア』を開催しました。

　親子連れを中心に訪れた多くの来場者は、この日高さ

10m まで上昇した、はしご車搭乗や放水などの消防・救急

活動を体験し、消防車両を見学。また、仮想の負傷者を搬送

する救命訓練では、八戸市立市民病院からドクターヘリが駆

け付け、救急救命センタースタッフによる診断やヘリ運搬ま

での迫力ある訓練の様子を来場者に披露。その後は、質問や

記念撮影などの時間が設けられ、来場者は、憧れや尊敬の眼
まな

差
ざ

しでドクターヘリやスタッフの勇姿を見つめていました。

おいしい料理と楽しい会話に心若返る
春の一人暮らし高齢者会食会 ５月 31 日

　人道博愛の精神のもと、少子高齢化社会に対する老人福祉

活動など幅広い奉仕活動を行う三沢市赤十字奉仕団は、春と

秋の毎年 2 回、一人暮らしをする高齢者のために、この会

食会を開催。今回も、25 人の団員が前日から 2 日掛かりで

料理を準備しました。季節感も味わえる旬の食材を高齢者の

好みに合わせた調理法で、見た目も楽しめるよう彩りまで工

夫した料理の数々。その一品一品には「参加者に楽しんでほ

しい」という奉仕団員の温かい気持ちが込められていました。

　この日、市民の森老人福祉センターに集まった 30 人の参

加者は、他の参加者や赤十字奉仕団員との会話を楽しみなが

ら、精魂込めて作られた料理に舌鼓を打っていました。

◀
お
い
し
い
料
理
や
弾
む
会
話
、
そ
の
後
の
楽

　

し
い
歌
や
踊
り
に
心
若
返
る
参
加
者
た
ち

各市の事例に刺激を受け交流深める
イチ、ニのサン！元気な東北発信事業 若手まちづくり交流会 ６月１日

　岩手県の一関市と二戸市、そして三沢市の 3 市で交流す

る機会を設け、情報交換や連携をしながらまちづくりの推進

に役立てる『イチ、ニのサン！元気な東北発信事業』。その

一つとして、一関市と二戸市から各市長と若手まちづくり関

係者 10 数人を招き、種市市長や三沢市の若手まちづくり団

体 26 人と共に、各市の事例を発表し合いながら意見を交わ

す交流会が、ホテルグランヒルつたやで開催されました。

　三沢市からは、株式会社 J サポート代表取締役社長の淨

法寺さんが、人と人との関わりにまちづくりの手掛かりを求

めてきたこれまでの取り組みを発表。その後、質疑の時間も

設けられ、参加者は互いによい刺激を与え合っていました。

◀
各
市
の
事
例
発
表
に
、
じ
っ
と
聞
き
入
る
若

　

手
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
の
参
加
者

　東北地方を中心に、甚大な被害をもたらした東日本大

震災。「子どもたちには明るい気持ちでいてほしい。その

ために、花や木が力になれないだろうか」。そう考えた青

森県緑化推進委員会は、『緑の募金』の復興事業を活用し、

大きな被害を受けた県内 4 市町の保育園・幼稚園を対象

として、花や実のなる緑化木の植樹や県産材で作った積み

木の寄贈を計画。三沢市公園緑化公社『緑の募金』活動委

員会と共に、三川目保育所には県産材で作ったプランター

に植えたツツジとサツキを、淋代保育所にはエンジュやモ

ミジ、柿などの樹木を 4 月に寄贈しました。さらにこの日、

県産スギ・ヒバ製の積み木を両保育園へ 10 セットずつプ

レゼント。沼山委員長から抱えきれないほどの大きな木箱を

受け取った子どもたちは、笑顔で「ありがとうございます」

と感謝。早速、箱から積み木を取りだすと、瞳を輝かせ、思

い思いの形に並べたり積み重ねたりして遊んでいました。

　柔らかな県産木材を使ったこの積み木は、小さな子どもが

間違って飲み込んだりしないよう通常よりも大きく、一つ一

つ丁寧に作られたこだわりの品。樹木やプランターとともに、

関係者が約 1 年かけて準備してきたとのことです。「明るい

気持ちでいてほしい」。その想いは、子どもたちにきっと届

いていることでしょう。

◀
積
み
木
を
受
け
取
る
三
川
目
保
育
所
の
園
児
た
ち

▶
積
み
木
で
遊
ぶ
淋
代
保
育
所
の
園
児
た
ち

29 広報みさわ　2013・07 28市役所代表　☎ 53-5111



３日（水）・17 日（水）
８月７日（水）

13 時～ 16 時

９日（火）・８月６日（火）
13 時～ 16 時

23 日（火）
13 時～ 16 時

８日（月）
10 時～ 15 時

11 日（木）・25 日（木）
9 時 30 分～ 15 時

11 日（木）・25 日（木）
13 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週土
9 時～ 11 時 30 分

毎週月～金
8 時 15 分～ 16 時

 

Ｃ
Ｏ
2
削
減
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

七
夕
の
夜
に
温
暖
化
対
策
を

　

全
国
を
対
象
に
、
施
設
や
家
庭

で
の
消
灯
を
呼
び
か
け
る
「
Ｃ
Ｏ

２
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

全
て
の
照
明
を
消
し
、
普
段
い

か
に
照
明
を
利
用
し
た
生
活
に
慣

れ
て
い
る
か
を
実
感
し
て
、
日
常

生
活
の
中
か
ら
で
き
る
地
球
温
暖

化
対
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

７
月
７
日
㈰
20
時
～
22
時

　
　
　
　
（
任
意
の
１
時
間
以
上
）

▼
問　

環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
９
）

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
方
へ

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置

　

震
災
に
よ
っ
て
滅
失
ま
た
は
損

壊
し
た
家
屋
の
所
有
者
な
ど
が
、

そ
れ
に
代
わ
る
家
屋
、
ま
た
は
敷

地
用
の
土
地
を
平
成
33
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
し
た
場
合
、
そ
れ

ぞ
れ
軽
減
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
取
得
税
等
の
非
課
税
措
置

　

震
災
に
よ
っ
て
滅
失
ま
た
は
解

体
し
た
自
動
車
の
代
替
と
し
て
、

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

し
た
自
動
車
（
軽
自
動
車
含
む
）

の
自
動
車
取
得
税
お
よ
び
自
動
車

税
（
軽
自
動
車
税
）
が
非
課
税
に

な
り
ま
す
。

▼
問　

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

　
　
　
　
　
（
☎
23
ー
４
２
４
１
）

夏
の
交
通
安
全
市
民
総
決
起
大
会

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

７
月
11
日
～
31
日
の
期
間
で
実

施
さ
れ
る
夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
に
合
わ
せ
、
市
民
総
決
起
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
い
ち
い
幼
稚
園
の
園

児
に
よ
る
交
通
安
全
宣
言
や
、
青

森
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
な

ど
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
19
日
㈮
14
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

▼
問　

生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
６
）

 

プ
チ
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

桃
井
和
馬　

写
真
展

と　

き　

７
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰

と
こ
ろ　

公
会
堂
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー

入
場
料　

無
料

▼
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

 

懐
か
し
い
歌
の
集
い

皆
さ
ん
で
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う

と　

き　

７
月
28
日
㈰

と
こ
ろ　

公
会
堂
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー

歌
唱
先
導　

う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　

雲
雀
（
ひ
ば
り
）
会

曲　

目　

夏
の
思
い
出
、
う
み　

他

入
場
料　

無
料

▼
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

先
人
記
念
館
特
別
展

「
新
島
八
重
と
斗
南
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の

桜
」
の
主
人
公
・
新
島
八
重
（
に

い
じ
ま
や
え
）
や
、
ゆ
か
り
の
深

い
会
津
藩
・
斗
南
藩
に
関
す
る
資

料
を
中
心
と
し
た
特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。

期　

間　

８
月
１
日
㈭
～

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
29
日
㈰

　
　
（
開
館
時
間　

９
時
～
17
時
）

入
館
料　

高
校
生
以
上
１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　
　
　

50
円

　
　
（
小
中
学
生
は
毎
週
㈯
無
料
）

※
特
別
展
準
備
の
た
め
、
７
月
22

　

日
㈪
～
31
日
㈬
は
臨
時
休
館

▼
問　

先
人
記
念
館

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
３
０
０
９
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●創業・起業相談（21 あおもり産業総合支援センター主催）
問 産業政策課（内 224）
場 市役所別館２階  図書室　※要電話予約

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）
問 場 子育てサロン  ミルキールーム（☎ 51-1512）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内（☎ 51-1375）

釣りを楽しみながら、駆除に協力
ブラックバス駆除大作戦 ６月８日

　小田内沼を管理している NPO 法人マン・パワーは、生態

系を壊す恐れのあるブラックバスの繁殖を防ぐため、この作

戦を毎年実施。釣りを愛好する人々に釣ったブラックバスを

持ち帰るよう協力を呼びかけています。年々、回を重ねるご

とに参加者は増えているとのことで、この日も早朝から多く

の愛釣家が参加。ボートに乗って、あるいは岸からブラック

バスのいそうなポイントを探っては、水面に針を投げ入れ、

それぞれに釣果を上げていました。マン・パワーのメンバー

が調査も兼ね事前に釣り上げたブラックバスは、どれも例年

より小さいものばかり。担当者は「毎年の活動の効果が表れ

てきたのでは」と期待の声をもらしていました。

◀
駆
除
と
い
う
目
的
は
あ
る
も
の
の
、
和
や
か

　

に
釣
り
を
楽
し
む
一
日
と
な
り
ま
し
た

◀
土
器
な
ど
の
展
示
物
を
見
な
が
ら
、
川
村
氏

　

の
解
説
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
た
ち

三沢市の歴史や文化を学ぼう
歴史民俗資料館  野外学習会 ６月 15 日

　歴史民俗資料館の利用促進を図る活性化事業の一つとし

て、三沢市の歴史や文化、自然の要所をバスで巡りながら学

ぶ野外学習会が開催されました。

　第１回目となる今回のテーマは「歴史・文化」で、講師を

務めたのは、人・自然・教育研究所所長の川村正氏。40 人

の参加者は、川村氏から解説を受けながら、古間木や薬師神

社、浜三沢など昔の文化的要所や、津波被害が大きかった淋

代海岸や四川目、三沢漁港などをバスで移動しながら見学。

歴史民俗資料館では、発掘された土器や小川原湖に生息する

生物の剥製といった展示物の前で、時代を追いながら語られ

る三沢の歴史や文化に深い興味を示していました。

◀
集
め
ら
れ
た
大
量
の
不
法
投
棄
物
の
中
に
は
、

　

テ
レ
ビ
な
ど
大
型
の
家
電
製
品
も
目
立
つ

無くならない不法投棄に立ち向かう
東部地区町内会清掃活動 ６月２日

　心無い人々によって捨てられるごみ。特に、太平洋沿岸に

ある松林には不法投棄が絶えず、地域住民を悩ませています。

東部地区の町内会で結成する連絡協議会は、自分たちの住む

地域をきれいにしようと平成 15 年から毎年のように清掃活

動を実施。この日も、浜三沢、大津、三川目、鹿中、淋代地

区の町内会員が早朝から集まり、各地区のごみを拾いました。

　東部沿岸の三川目地区や鹿中地区では、それぞれ 100 人

ほどの町内会員が参加。手にしたごみ袋はすぐにあふれ、見

つかるテレビや冷蔵庫など大型不法投棄物の数々。集められ

たごみは、協力する三沢廃棄物事業協同組合の加盟会社に

よって三沢市清掃センターへと運搬されました。

『キコリ』目指して技術や知識を学ぶ
実戦的キコリ養成講座 ６月９日

　NPO 法人青森バイオマスエネルギー推進協議会が、県内

初となる、自伐林業方式に必要な技術や知識を学ぶ講座を開

催しました。

　４日間かけてチェーンソーの扱い方から間伐、木材・林地

残材の搬出など、安全でシンプルな林業技術を学ぶこの講座。

受講後は、木材伐採作業者『キコリ』として仕事をすること

ができます。前日にチェーンソーの取り扱いに関する座学を

受けた 28 人の受講者はこの日、字早稲田地内の山林で、世

界的な技術・知識・経験を持つ小田桐久一郎氏ら講師による

指導のもと、チェーンソーでの木材伐採を実際に体験しなが

らその技術を学びました。

◀
最
後
に
は
、
高
さ
約
15
ｍ
の
杉
を
一
人
で
切

　

り
倒
す
と
こ
ろ
ま
で
実
習
し
た
参
加
者
た
ち
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催 

し

催 

し

催 

し

問い合わせ先　　申し込み先　　開催場所問 場申



広 告広 告 広 告広 告
 

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

「
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
で

　
　
　
　
　

心
豊
か
な
人
生
を
」

と　

き　

７
月
13
日
㈯
14
時
～

講　

師　

㈱
セ
ミ
ナ
ー
青
森

　
　
　
　
　

野
津
こ
う
へ
い　

氏

「
音
楽
の
散
歩
道

～
作
曲
家
の
横
顔
と
名
曲
散
策
～
」

と　

き　

８
月
３
日
㈯
14
時
～

講　

師　

前
青
森
大
学
社
会
学
部

　
　
　

准
教
授　

齋
藤
久
子　

氏

と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
公
会
堂
３
階

　
　
　
　

第
８
・ 

９
・
10
集
会
室

受
講
料　

い
ず
れ
も
無
料

▼
問　

公
会
堂
（
☎
53
ー
８
７
１
１
） 

市
民
の
森 

趣
味
の
家 

ふ
る
さ
と
塾

 

親
子
de
陶
芸
教
室

と　

き　

７
月
23
日
㈫

　
　
　
　
　

①
９
時
～
②
13
時
～

と
こ
ろ　

趣
味
の
家

定　

員　

各
親
子
10
組（
先
着
順
）

受
講
料　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込
締
切　

７
月
17
日
㈬

※
８
月
16
日
㈮
（
釉
掛
）、
25
日
㈰

　
（
引
渡
）
に
参
加
可
能
な
こ
と

 

市
民
の
森
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

小
川
原
湖
周
辺
の
遊
歩
道
を
散

策
し
な
が
ら
鳥
の
声
を
聴
こ
う
。

と　

き　

７
月
25
日
㈭

　
　
　
　

６
時
20
分
～
7
時
30
分

集
合
場
所　

趣
味
の
家

参
加
料　

無
料

▼
申
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ン
・
パ

ワ
ー
（
☎
57
ー
２
３
２
２
）

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
ど
も
将
棋
大
会

出
場
者
を
募
集
し
ま
す

　

駒
の
動
か
し
方
が
分
か
る
程
度

（
10
級
）
の
児
童
も
歓
迎
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
28
日
㈰
10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
八
戸
支
局

　
　
　
　
　

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
ホ
ー
ル

参
加
資
格　

小
学
生

　
　
（
棋
力
に
よ
る
３
ク
ラ
ス
制
）

参
加
料　

無
料

※
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

　

学
年
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が

　

き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
申
問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
八
戸
支
局

（
☎
０
１
７
８
ー
43
ー
９
２
１
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
８
ー
45
ー
９
２
０
０

〒
０
３
１
ー
０
０
５
１

　
　
　
　
　

八
戸
市
堤
町
４
ー
７

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
さ
わ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
員
を
募
集

　

道
具
は
ク
ラ
ブ
が
用
意
し
ま

す
。
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

と　

き　

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

中
央
公
園

　
　
　
　
　
　
　

・
総
合
体
育
館

対　

象　

18
歳
以
上

参
加
料　

年
会
費
４
千
円
（
半
年

　
　
　
　

は
２
千
円
）
と
保
険
料

　
　
　
　

１
８
５
０
円

▼
申
問　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
３
）

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ
ン
ダ
ン
ス

無
料
体
験
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ
ン
ダ
ン

ス
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
お

手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。「
カ
ウ
ボ
ー

イ
ハ
ッ
ト
」
で
ウ
エ
ス
タ
ン
メ
ド

レ
ー
に
の
っ
て
、
軽
快
な
ダ
ン
ス

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
働
く
婦
人
の
家
裏
側
）

参
加
料　

無
料

▼
問　

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ
ン

ダ
ン
ス
み
さ
わ
愛
好
会

（
☎
53
ー
７
３
４
１
ま
た
は

０
９
０
ー
７
５
２
９
ー
９
７
０
８
）

 

県
営
桜
町
団
地

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
戸
数　

１
戸

　
　
　
　
　
（
２
人
世
帯
用
２
DK
）

と
こ
ろ　

桜
町
３
丁
目
１
番
21
号

　
　
　
　
　
（
市
立
図
書
館
近
く
）

入
居
予
定
日　

９
月
１
日
㈰

入
居
資
格

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

　

①
同
居
者
は
親
族
で
あ
る
こ
と

　

②
所
得
が
政
令
で
定
め
ら
れ
た

　

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

　

③
住
居
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
そ
の
他
、
県
の
入
居
資
格
に
該

　

当
す
る
方

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

家　

賃　

月
額
１
万
７
７
０
０
円
～

※
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

選
考
方
法　

入
居
資
格
を
審
査
の

　
　
　
　
　

上
、
抽
選
で
決
定

募
集
期
間　

７
月
５
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
19
日
㈮

▼
申
問　

建
築
住
宅
課

　
　
　
（
内
線
２
６
０
・
２
６
３
）

 

放
送
大
学

10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
締
切　

８
月
31
日
㈯

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

　

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ

　

さ
い
。

▼
申
問　

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
７
２
ー
38
ー
０
５
０
０
）

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

（
☎
０
１
７
８
ー
70
ー
１
６
６
３
）

 

ル
ア
ー
作
り
＆
釣
り
体
験

天
然
素
材
を
使
っ
た
ル
ア
ー
作
り

と　

き　

７
月
14
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
15
時

と
こ
ろ　

市
民
の
森　

小
田
内
沼

対　

象　

小
学
生
～
中
学
生

定　

員　

50
人

参
加
料　

２
０
０
円（
保
険
料
等
）

申
込
締
切　

７
月
10
日
（
水
）

※
釣
り
具
、
は
さ
み
、
保
険
証
の

　

写
し
、昼
食
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
釣
り
環
境
保
全
連
盟
青
森
支
部

（
☎
０
９
０
ー
４
５
５
１
ー
０
７
９
４
）

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　
「
ピ
ノ
キ
オ
」

と　

き　

７
月
13
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

 

夏
の
お
は
な
し
会

と　

き　

７
月
20
日
㈯
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

館
長
＆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
ト
ー
ク

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に
挑
戦
！

と　

き　

７
月
22
日
㈪
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

対　

象　

小
学
生

定　

員　

７
人
（
観
戦
は
自
由
）

 

写
生
会

と　

き　

７
月
23
日
㈫
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

 

好
き
な
も
の
を
凍
ら
せ
よ
う
！

　

液
体
窒
素
を
使
っ
て
実
験
を
行

い
、
調
べ
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

と　

き　

７
月
25
日
㈭
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

 

豆
本
を
作
っ
て
み
よ
う
！

と　

き　

８
月
７
日
㈬
14
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

定　

員　

10
組
（
先
着
順
）

参
加
料　

い
ず
れ
も
無
料

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 
さ
つ
き
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

今
に
向
か
っ
て

　

さ
つ
き
コ
ー
ラ
ス
結
成
40
周
年

を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

７
月
７
日
㈰
14
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂
小
ホ
ー
ル

曲　

目　

日
本
の
な
つ
か
し
い
歌

　
　
　
　

流
行
歌
メ
ド
レ
ー　

他

入
場
料　

無
料

▼
問　

さ
つ
き
コ
ー
ラ
ス

（
☎
０
９
０
ー
６
７
８
７
ー
２
３
１
３
）

 

仏
沼
自
然
観
察
会

豊
か
な
自
然
と
野
鳥
を
観
察

と　

き　

７
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

仏
沼
内

（
谷
地
頭
郵
便
局
駐
車
場
に
集
合
）

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

７
月
16
日
㈫

※
送
迎
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は

　

９
時
に
市
役
所
へ
集
合

▼
申
問　

環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
８
）

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

走
れ
！　

ミ
ニ
新
幹
線

　

ミ
ニ
新
幹
線
に
乗
っ
て
交
通

ル
ー
ル
を
学
ぼ
う
！　

記
念
品
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
♪

と　

き　

７
月
28
日
㈰

　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
13
時

と
こ
ろ　

ガ
レ
リ
ア

参
加
料　

無
料

▼
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）  

 

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

７
月
28
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

ハ
ー
ト
フ
ル
ト
ー
ン
ズ

曲　

目　

市
民
の
歌
、ふ
る
さ
と
、

　
　
　
　

り
ん
ご
追
分　

他

入
場
料　

無
料

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

 

救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

 

小
児
・
乳
児
の
救
命
講
習
会

　

小
児
・
乳
児
（
15
歳
未
満
）
に

対
す
る
心
肺
蘇
生
法
や
異
物
除
去

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど
。

と　

き　

７
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

 

上
級
救
命
講
習
会

　

成
人
、
小
児
、
乳
幼
児
の
心
肺

蘇
生
法
や
異
物
除
去
法
、止
血
法
、

搬
送
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
な
ど
。

と　

き　

７
月
19
日
㈮

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

い
ず
れ
も
無
料

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

 

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

親
子
・
友
人
と
基
本
を
マ
ス
タ
ー

と　

き　

７
月
22
日
～

　
　
　
　
　
　

８
月
12
日
の
㈪
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
～
16
時

と
こ
ろ　

南
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
者　

小
学
生
以
上

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

１
０
０
０
円

申
込
締
切　

７
月
20
日
㈯

▼
申
問　

南
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
２
０
９
１
）

 

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

夏
休
み
に
ゴ
ル
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ

と　

き　

夏
休
み
期
間
中
全
８
回

と
こ
ろ　

三
沢
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

対　

象　

小
学
生
～
中
学
生

定　

員　

10
人

参
加
料　

協
会
年
会
費
千
円
と

　
　
　
　
　
　
　

各
回
５
０
０
円

申
込
締
切　

７
月
14
日
㈰

▼
申
問　

三
沢
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
　
　
　
（
☎
54
ー
２
２
６
６
）
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海上保安学校学生採用試験（平成 26 年４月入校）

一次試験　９月 29 日（日）
受付期間　インターネット　７月 23 日（火）～８月１日（木）
　　　　　郵送・持参　　　７月 23 日（火）～ 31 日（水）
海上保安大学校学生採用試験（平成 26 年４月入校）

一次試験　11 月２日（土）、３日（日）
受付期間　インターネット　８月 29 日（木）～９月９日（月）
　　　　　郵送・持参　　　８月 29 日（木）～９月６日（金）
※詳細は、海上保安学校・大学校学生採用試験受験案内をご
　覧ください。
★申し込み・問い合わせ先　
　八戸海上保安部管理課（☎ 0178-33-1222）
★インターネットによる申し込み・問い合わせ先
　人事院人材局試験課（☎ 03-3581-5311）
　http://www.jinji.go.jp/saiyo/shiken-saiyo.htm

RECRUIT
海上保安学校・大学校では学生を募集します

▼
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

青
森
県
国
民
年
金
基
金

　

☎　

０
１
７
８
―
43
―
７
３
６
８

　

http://w
w

w
.aom

orikikin.or.jp/

　

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
だ
け
が

任
意
で
加
入
で
き
る
、
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
、
年
金
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
の
メ
リ
ッ
ト

▽
終
身
年
金
が
基
本
と
な
っ
て
お

　

り
、
加
入
時
に
将
来
の
年
金
額

　

が
分
か
り
ま
す
。
自
分
の
ラ
イ

　

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
口
数

　

を
選
択
で
き
、
無
理
な
く
着
実

　

に
老
後
の
備
え
が
で
き
ま
す
。

▽
掛
金
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

　

と
き
は
、
途
中
で
口
数
を
減
ら

　

し
た
り
、
納
付
を
一
時
停
止
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
掛
金
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控

　

除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
や

　

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
方

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で

　

保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

②
青
森
県
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

※
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
日
本

　

国
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以

　

上
65
歳
未
満
の
任
意
加
入
さ
れ

　

て
い
る
方
も
、
基
金
に
加
入
で

　

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ

船舶運航技術を学ぶ。シーマンシップを学ぶ。
　国立宮古海上技術短期大学校は、国土交通省が所管する学
校で、優秀な船舶運航技術者の育成を目的とし、海と船を
フィールドに学んでいます。卒業生には、海技資格における
特典が付与され、海運界はもちろん、その関連産業を中心に
幅広く活躍しています。
　入学には、ＡＯ入試、自己推薦入試（２回実施）、
共通選抜入試など多種多様の方法があります
ので、詳しくはお問い合わせください。

体験型オープンキャンパスに参加してみませんか？
期　日　７月６日（土）、27 日（土）、９月７日（土）
場　所　国立宮古海上技術短期大学校
　　　　（岩手県宮古市磯鶏 2-5-10）

★資料請求・選抜区分などに関しての問い合わせ先　
　国立宮古海上技術短期大学校　教務課（☎ 0193-62-5316)

RECRUIT
国立宮古海上技術短期大学校

　昭和 56 年５月 31 日以前に建築された戸建て住宅で、２階
以下の木造住宅（その他要件あり）を対象に、耐震診断の希
望者を募集します。
　ぜひこの機会に、ご自宅の耐震性能をご確認ください。

募集戸数　10 戸（申込多数の場合は抽選）
診断費用　１戸あたり自己負担額 8,000 円
　　　　　（残りの 13 万円を国、県、
　　　　　市が負担します）
申込方法　建築住宅課で配布または
　　　　　ホームページからダウン
　　　　　ロードした申込書に必要
　　　　　事項を記入して提出
申込締切　９月 30 日（月）

★申し込み・問い合わせ先
　建築住宅課（内線 261）

INVITE
木造住宅の耐震診断を支援します

２年に１度の「はかり検査」
　商取引（物品の売買）あるいは役務の給付（郵便・運送・
荷役など）で、はかりを使用する場合は、定期検査を受ける
必要があります。下記の日程で検査を行いますので、特定計
量器をお持ちください。
検査日程

７月   ８日（月）
11:00 ～ 11:30 谷地頭農民研修所
13:00 ～ 14:00 六川目社会福祉センター
14:30 ～ 15:00 淋代地区コミュニティ集会施設

７月   ９日（火）   9:30 ～ 11:30 おいらせ農業協同組合倉庫
７月 10 日（水）   9:30 ～ 12:00 春日台社会福祉センター

７月 11 日（木）
  9:30 ～ 12:00

三沢市役所裏車庫13:00 ～ 15:00
７月 12 日（金）   9:30 ～ 12:00

※検査には、はかりの種類と計量できる重さによって異なる
　検査手数料が必要です。

★問い合わせ先　産業政策課（内線 280）

INFORMATION
特定計量器検査を行います

　三沢市の地域資源を生かした、魅力ある加工特産品の開発
ポイントを学び、実際に試作します。
　家庭のキッチンで作って販売できるドレッシングなど、誰
でも取り組める内容です。個人はもちろん、地域の加工グルー
プや農家・主婦の方など、これから新しい商品を作っていき
たい方々も、ぜひご参加ください。
日　　時　７月４日、５日、12 日、19 日、26 日
　　　　　13:00 ～ 17:00
場　　所　国際交流教育センター
定　　員　20 人（先着順）
※途中からの参加も可能です。

SEMINAR
受講料無料！　新商品開発セミナー

　アーティスト山本耕一郎氏と「アートやイベントを通した
まちづくり」を考えてみませんか？　実施研修も交えたセミ
ナーです。
日　　時　７月 20 日、８月３日、31 日、９月 14 日、21 日、
　　　　　28 日の土曜日 13:00 ～ 17:00
　　　　　（７月 20 日と８月 31 日は 15:00 まで）
　　　　　※実践編として、みさわ七夕まつり、三沢まつり、
　　　　　　ハロウィンフェスタにも参加します。
場　　所　商店街の空き店舗を予定
　　　　　（初回のみ商工会館）
定　　員　20 人（先着順）
申込締切　７月 12 日（金）
※途中からの参加も可能です。

★申し込み・問い合わせ先
　三沢市雇用創造推進協議会〔産業政策課内〕（内線 537）
　http://misawa-koyou.jp

SEMINAR
受講料無料！　イベントコーディネーター養成講座

　2 階の部屋に居た家人が、階段に設置していた住宅

用火災警報器が鳴っている事に気づき、廊下に出たと

ころ煙を確認した。１階に下りると居室の畳の隙間か

ら煙が出ている事に気づき、畳を剥がすと床板の隙間

から火を確認したため、直ちに 119 番通報し台所に

あった消火器で消火した。

　これは、火災の延焼を

防ぎ、けが人等も出なかっ

た三沢市内の事例です。

火災の早期発見！住宅用火災警報器

ワンポイント消防

住宅用火災警報器を寝室や階段に設置していないご家庭
は早急に設置しましょう。　　　　　　消防本部予防課

　航空自衛隊三沢基地では、基地周辺の皆さまと親睦を深め
るため、基地の一部を開放したイベントを開催します。航空
機の見学や北部航空音楽隊のミニ演奏会、各種ゲームのほか
ミニ制服試着コーナーもあります。
日　時　７月 24 日（水）
　　　　　午前の部　  9:00 ～ 11:00（  8:45 集合）
　　　　　午後の部　13:00 ～ 15:00（12:45 集合）
場　所　航空自衛隊三沢基地
　　　　（集合場所は正門右側駐車場）
対　象　基地周辺市町村に住む園児～中学生
　　　　（小学３年生以下は保護者同伴が必要）
定　員　午前・午後各 150 人（先着順）
参加料　無料

★申し込み・問い合わせ先
　航空自衛隊三沢基地　第３航空団監理部広報班
　（☎ 53-4121 内線 3313）

EVENT
夏休みちびっ子ヤング大会
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みさわ小川原湖水まつり
日　時　７月 21 日（日）9:15 ～
場　所　小川原湖湖水浴場周辺
　　　　▶ドキドキ！プリキュアショー＆握手会▶ 2013 小川
　　　　原湖クイーン大抽選会▶フラダンス▶ヒップホップダ
　　　　ンス▶カヌー体験▶国土交通省パネル展　他
★問い合わせ先
　湖水まつり実行委員会事務局〔観光協会〕（☎ 59-2311）

※小川原湖畔交通規制
　湖水浴場の交通安全と水難事故等発生時の救急車両の円滑な
通行を確保するため、車両通行を制限する交通規制を行います。
　湖水浴場をご利用の方は、小川原湖観光センター『レークピ
ア』裏の駐車場をご利用ください。
規制期間　７月 19 日（金）～８月 26 日（月）
規制場所　小川原湖観光センター前～コテージ前を通る湖畔沿
　　　　　いの市道
★問い合わせ先　湖畔管理事務所（☎ 59-2830）
　　　　　　　　観光物産課（内線 359）

ファームフェスタ in 斗南
　農業体験、畜産共進会、豪華ゲストによるステージショー
など多数イベントを用意してお待ちしています。三沢産を
中心とした野菜や牛肉の直売所、各種模擬店も出店！
　家族みんなでファームフェスタを楽しもう！
日　時　８月４日（日）9:00 ～ 15:00
場　所　道の駅みさわ斗南藩記念観光村
　　　　▶歌謡ショー▶抽選会
　　　　▶大根掘り農業体験（１家族５本程度、要申込み）
　　　　　定　員　50 家族（先着順）
　　　　　参加料　200 円（当日徴収）
　　　　　※申し込みは観光物産課（内線 523）へ
　　　　▶畜産共進会
　　　　　牛のお乳を搾ってみよう！／トラクターに乗っ
　　　　　てみよう！／牛乳を無料で配布
★問い合わせ先　先人記念館（☎ 59-3009）

市民の森　温泉夏まつり
日　時　８月 15 日（木）10:00 ～ 17:00
場　所　市民の森温泉浴場前広場
　　　　▶岡三沢神楽▶よさこい▶ベリーダンス▶のど自
　　　　慢タイム▶ビンゴ大会▶焼き鳥・生ビールの出店
　　　　▶足湯　他

★問い合わせ先　市民の森老人福祉センター（☎ 59-3388）

三沢ビードルビーチを
　　　　　　開設します

遊泳期間　７月 12 日（金）～９月８日（日）
　　　　　9:30 ～ 16:00
★問い合わせ先　水産振興課（内線 512）

みさわ七夕まつり
　商店街や協調出展者が趣向を凝らし、作成
した色鮮やかな七夕飾りがにぎやかさを演出
し、歩行者天国や七夕協賛セール・抽選会を
行います。
　アメリカ広場イベント会場では飲食ブース
や子どもの遊びの広場、特設ステージではダ
ンスコンテスト、３on ３大会などを予定して
います。
　最終日にはビンゴ大会も！　セール参加店
でお買物をして、抽選会やビンゴ大会で景品をゲットしよう！

日　時　７月 26 日（金）～ 28 日（日）13:00 ～ 21:00
場　所　中心商店街、アメリカ広場イベント会場　他

★問い合わせ先　三沢市商工会（☎ 53-2175）

イベント情報イベント情報

夏夏

ホタル観賞会
　幻想的なホタルの舞をお楽しみください。
日　時　７月 20 日（土）19:30 ～
　　　　（雨天の場合は 22 日（月）に延期）
場　所　三沢公園
参加料　無料
※当日は、肌の露出を控えた服装で、虫よけ対策をして駐車場奥（ひょ
　うたん池）に集合してください。
※天候状況により、ホタルを見ることができない場合があります。

★問い合わせ先　三沢市公園緑化公社（☎ 51-2820）

のの
屋内温水プールは夏休み中休まず営業します
期　間　７月 22 日（月）～８月 19 日（月）13:00 ～ 21:00
★問い合わせ先　屋内温水プール（☎ 59-3850）

滝の沢市民プールがオープン
期　間　９月 30 日（月）までの 10:00 ～ 21:00
利用料　幼児～中学生　無料、高校生以上 100 円
※水温が 21℃以下の場合は利用できません。
★問い合わせ先　滝の沢市民プール（☎ 52-2151）

寺山修司記念館フェスティバル 2013/ 夏

期　日　８月３日（土）・４日（日）
場　所　寺山修司記念館　屋外多目的スペースほか

３
日

13:00 ～ 13:50 ▶寺山修司を追いかけろ！　三上寛ライブ
　三上寛（ミュージシャン）、福士正一（舞踏家・オドラデ
　ク道路劇場）、佐々木英明（詩人・寺山修司記念館館長）

14:00 ～ 15:00 ▶トークショー「寺山修司の素顔」
　ハービー・山口（写真家）×三上寛（ミュージシャン）　
　×九條今日子（寺山元夫人）×佐々木館長

４
日

11:00 ～ 21:00 ▶ TERAYAMA  MUSIC  MUSEUM  vol. ４
　地元三沢で活躍する若手アーティストの野外ライブ

３
日
・
４
日

11:00 ～ 15:00 ▶寺山修司遊びの劇場
　　　　「ムシムシコロコロ・パーク Jr」
　自由と想像力とアートと遊び！不思議と自然、経験と体
　験と表現！　寺山フェス恒例のファミリー大人気企画！

★問い合わせ先　寺山修司記念館（☎ 59-3434）

三沢まつり
日　時　８月 22 日（木）～ 25 日（日）※前夜祭 22 日
場　所　ミス・ビードルドーム、市内幹線道路
　町内会自作による豪華絢

けんらん

爛な山車 14 台と子どもたちの祭り
ばやしが市内を練り歩き、三沢の夏を盛り上げます。24 日の中
日には、大仮装行列や三沢まつり流し踊り、みこしパレードの
三沢国際サマーフェスティバルなど、国際色豊かな三沢ならで
はの催しが盛りだくさんです。

大仮装行列・三沢まつり流し踊り参加者募集
　市内はもちろん、市外からの参加も大歓迎！町内会、子ども
会など、どなたでもお気軽に参加いただけます。
申込締切　７月 31 日（水）
★申し込み・問い合わせ先　三沢市商工会（☎ 53-2175）

三沢国際サマーフェスティバル参加者募集
　８月 24 日（土）のまつり中日に、手作りのみこしを持参の上、
パレードに参加していただける団体を募集しています！
申込締切　７月 22 日（月）
★申し込み・問い合わせ先　三沢青年会議所（☎ 53-3231）

中央公園まつり
日　時　８月 11 日（日）9:30 ～ 15:00
場　所　中央公園
　　　　▶腐葉土等無料配布▶バルーンアート▶生バンド演奏　
　　　　▶バーベキュー・手作りハム・焼き鳥出店など
　　　　▶園芸相談▶木工品を使ったゲーム　他

★問い合わせ先　三沢市公園緑化公社（☎ 51-2820）

ガキ大将自然体験教室 ～ちびっこいかだレース～

　キャンプ、野外炊飯、いかだ作り、いかだレース体験　など
日 　 時　８月１日（木）～３日（土）２泊３日
場 　 所　公立小川原湖青年の家、小川原湖湖水浴場
参 加 料　3,500 円
定 　 員　小学３年生以上の男女各 20 人
申込締切　７月 19 日（金）
★申し込み・問い合わせ先
　公立小川原湖青年の家（☎ 56-2393）
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主な貸出条件
　①三沢市民を対象に市内で開催されるイベントであること
　②イベント実施者が、学校や町内会、市民団体や社会教育団体、
　　その他これに類する団体で、営利を目的としていないこと
　③普通救命講習や上級救命講習などの講習修了者が、イベント
　　会場に配置されていること
貸出期間　７日以内
※貸出希望日の２週間前までにお申し込みください。

★申し込み・問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

MEDICAL  INFORMATION
AED（自動体外式除細動器）を貸し出します

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

腸炎ビブリオ による

　　食中毒 を防ぎましょう

　夏は食中毒が多発する季節ですが、特に腸炎ビブ

リオによる食中毒は６月頃から発生し、７～８月に

かけて猛威をふるいます。

　腸炎ビブリオの特徴を知り、食中毒防止のための

チェックをしてみましょう。

日　　時 場　　所

７月 14 日（日） 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

スカイプラザミサワ
（三沢基地ゲート前）

７月 23 日（火） 10:00 ～ 16:00 三沢市役所

７月 28 日（日） 10:00 ～ 11:45
13:00 ～ 16:00 ビードルプラザ（北側駐車場）

休  日  救  急  診  療
７月   ７日（日） すずき小児科内科クリニック 52-6555

７月 14 日（日） 柿崎外科医院 57-1151

７月 15 日（月祝） あいざわクリニック 58-7370

７月 21 日（日） まつぞのクリニック 52-5050

７月 28 日（日） ひぐちクリニック 50-1441

８月   ４日（日） さいとう耳鼻咽喉科クリニック 50-1406

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　
　
　

子

ハローベビークラス（両親学級）
　内　容　沐浴実習 ７月 22 日（月）

          13:30 ～ 16:00
（受付 13:15 ～ 13:30）

保健相談

センター

プレママクラス（母親教室）
　内　容　マタニティピラティス
　　　　　または調理実習

８月  ２日（金）

　＊予約制です。当日は母子手帳をお持ちください。

４カ月児健康診査 ７月 16 日（火）
８月  ６日（火） 受付  12:45 ～ 13:15

　＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。

親子すくすく広場 ７月 16 日（火）
８月  ６日（火）

            9:30 ～ 11:30
（受付   9:30 ～ 10:00）

　対　象　５～７カ月児
　内　容　計測、ベビーマッサージ、育児相談など
　＊予約制です。当日は母子手帳とバスタオルをお持ちください。

９～ 10 カ月児健康相談 ７月 17 日（水）
８月  ７日（水） 受付   9:30 ～ 10:00

１歳６カ月児健康診査
　（平成 23 年 11 月生まれの幼児） ７月 25 日（木） 受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
　（平成 23 年２月生まれの幼児） ７月 17 日（水）

受付 12:45 ～ 13:15
　（平成 23 年３月生まれの幼児） ８月  ７日（水）

３歳児健康診査
　（平成 21 年 11 月生まれの幼児） ７月 24 日（水） 受付 12:30 ～ 13:00

▶乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

▶親子すくすく広場、９～ 10 カ月児健康相談では、中学生のふれあい体験
　学習が併設されますので、ご協力をお願いします。

成　

人

栄養相談 随時受付（予約制）
一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 ７月  ４日（木）         10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 ７月 19 日（金）         10:00 ～ 15:00
＊面接は前日までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）

７月の 保健
だより

　肢体に障害をお持ちの方を対象とした整形外科審査
で、無料で医学的判定や更生相談を行います。
　身体障害者手帳の申請（新規・再交付）を希望される
方や補装具についてお困りの方は、ぜひご来場ください。
日　時　７月 12 日（金）9:00 ～ 11:00
場　所　総合社会福祉センター２階
※身体障害者手帳（所有者のみ）と印鑑
　をお持ちください。

★問い合わせ先　家庭福祉課（☎ 51-8772）

MEDICAL  INFORMATION
身体障害者巡回審査

①海水中に生息し、水揚げされた生の魚・貝・

　イカなどの魚介類に付着

②室温で長時間放置するなど

　不衛生な環境では他の菌の

　倍以上の速度で増殖

③低温（冷蔵庫内）に弱い

④真水（水道水）に弱い

腸炎ビブリオの特徴

▶表示を確認して買いましょう。

　生で食べる魚介類には生食用、

　刺身用などと表示されています。

▶魚介類は最後に買い、寄り道をしないで帰宅

　しましょう。また、氷を入れてもらうなど、　

　食品をなるべく冷やすよう心がけましょう。

食品の購入Check  1

▶持ち帰ったらすぐに冷蔵庫に入れましょう。

▶汁が漏れないよう密閉容器に入れましょう。

家庭での保存Check  2

▶調理には専用の包丁やまな板などを使い、同

　時に他の食品を調理しないようにしましょう。

▶水道水の流水で十分に洗いましょう。

▶使った調理器具は、洗浄後、さらに熱湯で消

　毒しましょう。

調　理Check  3

▶調理後はすぐに食べましょう。特に刺身など

　の生物は冷蔵庫から出して２時間以内に！

▶刺身や寿司が入った仕出し料理を頼んだら、　

　すぐに食べましょう。

▶法事などで出された料理（特に刺身など）は

　絶対に持ち帰らないでください。

食　事Check  4

食中毒予防のポイントは？

★  「こころの相談」窓口
三沢市健康推進課（保健相談センター） 0176-57-0707 ㈪～㈮ 8:15 ～ 17:00
三沢市健康推進課 こころのケア相談 0176-57-0029 毎月２回 10:00 ～ 15:00
上十三保健所 0176-23-4261 ㈪～㈮ 8:30 ～ 17:15

県立精神保健福祉センター
こころの電話

017-787-3957
017-787-3792

㈪～㈮ 9:00 ～ 16:00

　市では、自殺対策の一環として、
携帯電話やパソコンで精神的なス
トレスの状態をチェックできる『こ
ころの体温計』サービスを開始し
ました。
　右記の URL アドレスまたは QR
コードからアクセスしていただき、
11 個の選択式の質問に回答する
と、金魚や猫などのイラストでス
トレスの状態を確認できます。個
人情報の入力は一切不要ですので、
お気軽にご活用ください。

利用料　無料（通信料は自己負担）

※自己診断をするもので、医学的
　診断をするものではありません。
　結果にかかわらず、心配なこと
　が続くようでしたら早めに専門
　家への相談をお薦めします。

★問い合わせ先
　健康推進課（☎ 57-0707）

小比類巻  大和（やまと）くん／９カ月

　４月から定期接種として対象者に接種を勧奨してい
た子宮頸がん予防接種について、接種後の重い副反応
が報告されていることから、厚生労働省の勧告を受け、
適切な情報提供ができるまで三沢市では積極的勧奨を
行いません。

MEDICAL  INFORMATION
子宮頸がん予防接種を積極的にお勧めしません。接種する場合は有効性と危険性をご理解ください。

ただし、予防接種は継続しますので、希望される
方は個別通知に同封する説明書をよく読み、有効
性と危険性を理解した上で接種してください。

★問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）
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人 口 と 世 帯 数

■人口 41,897 人（－ 33 人）・男 20,567 人（－ 43 人）・女 21,330 人（＋ 10 人）　■世帯数 18,821 世帯（－ 17 世帯）

－５月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ７月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 81 円です。

「
広
報
み
さ
わ
」
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、取
り
上
げ
て
ほ
し
い
行
事
や
話
題
な
ど
、

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。

「昔からある食材で、
体にいい加工品を作っていきたい」

米や野菜を使った加工品作りが六次産業化事業計画に認定

　

し
か
し
、
加
工
品
作
り
に
は
苦

労
も
多
い
。
開
発
に
は
時
間
が
か

か
り
、
品
種
選
び
や
加
工
方
法
は

試
行
錯
誤
の
連
続
。
手
作
り
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
加
工
費
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
代
な
ど
に
コ
ス
ト
が
か
か

り
、
消
費
期
限
や
生
産
量
に
は
個

人
経
営
と
し
て
の
限
界
が
あ
る
。

か
と
い
っ
て
価
格
が
高
け
れ
ば
、

な
か
な
か
継
続
し
て
買
っ
て
も
ら

え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
苦
労
し

た
分
、
売
れ
た
時
や
お
い
し
い
と

言
っ
て
も
ら
え
た
時
の
喜
び
は
大

き
い
と
佐
々
木
さ
ん
は
話
す
。

「
作
っ
た
か
い
が
あ
り
ま
す
」。

最
初
に
作
っ
た
彼
岸
団
子
が
売
れ

た
と
き
か
ら
今
で
も
、
そ
の
想
い

は
変
わ
ら
な
い
。

　

東
北
農
政
局
に
認
定
さ
れ
た
事

業
で
は
、
鹿
中
地
内
に
店
舗
を
建

設
。
年
内
に
も
、
農
産
物
や
加
工

品
の
直
接
販
売
を
始
め
る
。

　
「
昔
か
ら
土
地
に
あ
り
ふ
れ
て

い
る
、『
こ
ん
な
も
の
』
っ
て
言

わ
れ
る
よ
う
な
、
誰
も
が
知
る
食

材
。
で
も
そ
の
優
れ
た
効
能
は
意

外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
食
材
。
そ

ん
な
食
材
を
使
っ
て
、
体
に
い
い

加
工
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
」。

　

そ
の
言
葉
に
は
、
佐
々
木
さ
ん

の
熱
意
が
こ
も
っ
て
い
た
。

　

一
次
産
業
の
み
に
と
ど
ま
る
の

で
は
な
く
、
二
次
産
業
や
三
次
産

業
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
で
農
業

に
新
た
な
価
値
を
呼
び
込
み
、
お

年
寄
り
や
女
性
に
も
新
た
な
就
業

機
会
を
創
り
出
す
六
次
産
業
。
東

北
農
政
局
が
進
め
る
六
次
産
業
化

事
業
計
画
に
、
市
内
で
米
や
野
菜

の
加
工
品
を
開
発
・
生
産
し
て
い

る
佐
々
木
和
枝
さ
ん
が
認
定
さ
れ

た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
父
か
ら
継
い

だ
精
米
業
を
営
む
傍
ら
、
約
８
年

前
か
ら
加
工
品
作
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
手
が
空
く
冬
、
米
や
規

格
外
の
野
菜
を
使
っ
て
何
か
で
き

な
い
か
と
考
え
た
の
が
そ
の
き
っ

か
け
。
彼
岸
団
子
に
始
ま
り
、
低

ア
ミ
ロ
ー
ス
米
や
黒
に
ん
に
く
、

ト
マ
ト
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
を

作
り
、
ま
ち
の
駅
や
市
場
な
ど
に

卸
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
今
、
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
『
真ま

こ
も菰
茶
』。
マ
コ
モ

ダ
ケ
の
効
能
や
加
工
方
法
を
調

べ
、
お
茶
と
し
て
な
ら
自
分
に
も

で
き
る
の
で
は
と
、
完
全
無
農
薬

で
生
産
。
手
作
業
で
乾
燥
・
加
工

し
、昨
年
秋
か
ら
販
売
を
始
め
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
今
で
は
品
薄
に
な

る
ほ
ど
好
評
を
得
て
い
る
。

MISAWA  SPIRITS
地域で頑張る人々を紹介します

佐
さ さ き

々木 和
か ず え

枝 さん

　字大津在住の 47 歳。父親から受け継いだ
精米業を営む傍ら、約８年前から米や規格
外の野菜を使った加工品の開発・製造・販
売を続ける。
　市の市場やまちの駅などに商品を卸す『ベ
ジ工房』の従業員は佐々木さんと３人の妹
の計４人。東北農政局の六次産業化事業計
画認定を受け、年内にも、鹿中地内に農産
物や加工品の販売店舗を建設する予定。

▼佐々木さんが作り販売してきた加工品

40


